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  Acoustic Guitar World vol.55
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  [広告]LAST GUITAR
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  ギタリストインタビュー〜小沼ようすけ

  


  2001年にデビューアルバム「nu jazz」をリリース以来、独自のジャズを追求し進化を続けるギタリスト小沼ようすけ。試行錯誤を重ねて現在の演奏スタイルに辿り着いた経緯やギターに対する考え方、集大成ともいえるニューアルバム「GNJ」への思いなど、様々なお話をしていただきました。


  


  ■こんなにギターの練習をしてきたのに何も弾けない自分がいて、ショックを受けてジャズを練習しようと思いました
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  -ギターを始めたきっかけを教えていただけますか。

  

  小沼ようすけ(以下、小沼)：父が趣味でギターを弾いていたので、小さい頃から父の真似をして触ってはいました。本格的に始めたのは中学2年生の時で、BOØWYに憧れてエレキギターでバンドを始めました。BOØWYやBUCK-TICKなどをやってましたね。親がインテリアの仕事をしている友達の家に倉庫があって、そこでドラムも置いてバンドの練習をしていました。

  

  -ロックからスタートしたのですね。

  

  小沼：中学生からはそうですね。母がエレクトーンの先生で、父はオーディオマニアでブルースなどが好きだったので、小さい頃から家にはずっと音が鳴っている環境でした。

  ロックバンドを続けていましたが、家の増築工事をしていた時に来ていた大工さんが、僕のギターの音を聴いて部屋をノックしてきました。この大工さんがハードロックをやってる人で、すごくギターがうまかったんです。この人に家庭教師になってもらい、勉強を教えてもらった後にギターも教えてもらいました。この時に洋楽を知り、Van HalenやLOUDNESSなどを練習しましたね。中学3年生で洋楽にシフトして、高校に入ってからはExtreme、Mr.BIG、イングヴェイ・マルムスティーン、ジミ・ヘンドリックスといったギターヒーローのCDを買い漁って、そういうプレイをするようになりました。そうしてロックギタリストになりたくて、秋田から東京に出てきて音楽学校に入りました。

  

  -高校を卒業してから音楽学校に入学されたのでしょうか。

  

  小沼：僕は高校を卒業していないんです。学生の時にギタリストになるかどうかというのは、みんなとても悩むことだと思いますが、僕は高校2年生の時にバイクで事故をおこして、左腕を骨折したんです。今後ギターを弾けるかどうかわからないという状況になり手術をしました。骨折でギターを弾けない時に、もしギターを弾けるようになったらプロになりたいと思ったんです。リハビリを続け、ギターを弾けるようになってきたら、学校に行けなったのでずっとギターを練習していました。プロになりたいと思い、そのまま学校をやめてバイトをしながらギターを弾いていました。この頃は1日何時間ギターを弾いていたかわかりませんね。アルバイトをしながら、弾けないものはないというくらいギターを練習しました。ただ、秋田という田舎の中で得られる小さな知識でしたので、今考えると狭いものでしたね。そして、18才になって東京に出てきました。

  

  -どのような学校に行かれたのでしょうか。

  

  小沼：洋楽が好きだったので海外に行きたいと思ってたんです。なので海外と提携していたパンスクールオブミュージックに行きました。バークリー音楽大学と提携していたんですね。ちなみに押尾コータローさんが1期生です。バークリーにはスティーブ・ヴァイやジョー・サトリアーニが講師にいるというように見ていたのですが、バークリーは実はジャズの学校なんですね。メソッドがジャズなんです。授業で最初にブルースの授業がありました。僕が知っているブルースは父が聴いていたものなので、3コードの簡単なものは弾けたのですが、ジャズブルースとなると手も足も出ないんです。こんなにギターの練習をしてきたのに何も弾けない自分がいて、ショックを受けてジャズを練習しようと思いました。

  ジャズを弾けない悔しさがある中で、8月の夏休みに実家へ帰った時に父の車でジョージ・ベンソンとジャック・マクダフの昔のジャズをかけていたんです。たまたまジャズブルースで、授業でやったやつだと思いそれが格好良すぎたんです。今までロックで歪ませていましたが、クリーントーンでリズムが格好良く、今まで聴いたことがないフレーズを弾いているのにしびれて、その瞬間にジャズギタリストになりたいと思いました。それまでのロックギタリストになりたいという気持ちがなくなりましたね。

  その後は謎解きみたいな感じでジャズの本を買ったり、CDを古いのから新しいのまで、アコースティックなものやジャンゴとかも買い漁ったり、少しでもジャズという情報を見ると、アルバイトで稼いだお金をCDにつぎ込むくらいでした。

  

  -コンテストに出場されていましたね。これは学校を卒業した後でしょうか。

  

  小沼：はい。ヘリテージ・ジャズギター・コンペティションは、ジャズを始めて2年ちょっとくらいの時に、雑誌でたまたまコンテストのことを見つけました。そこでテープを送ったら日本代表に選んでもらえて、驚きましたね。

  しかもコンテストのことは締め切りの前日に気付いて、試しに送ってみようと思い、コンポでリバーブをかけたりして、一晩中かけてカセットに録音しました。郵送したら間に合わないので、主催の事務所の住所を調べて次の日の朝にデモテープを届けました。それで海外で始めて演奏することができたんです。世界中から代表が集まり、パフォーマンスを行いました。

  

  -この時のコンテストはギターソロだったのでしょうか。

  

  小沼：はい、ソロで応募をしました。本番はバンドでもソロでもよかったのですが、ソロで演奏しました。スタンダードな曲ですね。審査員はいろいろな方がいて、弦で有名なダダリオさんやジョニー・スミス氏など、今考えるとすごい審査員達でした。

  この時は1位だけ表彰されたのですが、審査員の方に僕が3位であることを教えてもらいました。これが21才の時です。

  しかし、日本に帰ってきたら雑誌で天才とか書かれて、プレッシャーに押しつぶされてしまいました。このコンテストの結果は自分の実力以上の評価だと思っていて、たまたま自分の1曲が評価された結果だったのですが、まだ経験もなかったしジャズというのは厳しい世界ですので、ライブをするのが怖くなってしまったんです。それで、また引きこもって練習ばかりしていました。

  しばらくして、また自分を試してみたいと思ってコンテストに出ようと考え、ギブソン・ジャズギター・コンテストの商品がギブソンES-335だったので、これをもらえたらジャズギタリストとして頑張ろうと思いました。でも本当に落ち込んでいたので、かなり気合いを入れて練習しましたね。そして優勝をして、ここからはジャズの仕事が来るようになり、プロ活動を始めることになりました。

  

  -この時のコンテストもソロだったのでしょうか。

  

  小沼：はい。ソロでしたが、本番ではバンドがいて、僕はソロの演奏の途中からバンドが入るようにしてもらいました。

  

  

  [image: ]

  

  ■自分のスタイル、表現方法を見つけないとギターを弾くのがつまらなくなると悩んでいました

  

  -このコンテストが1999年で、2001年にファーストアルバム「nu jazz」をリリースしていますね。ここからはアルバムを定期的にリリースし、ライブを中心に活動されていたのでしょうか。

  

  小沼：そうですね。いろいろなレコーディングにも参加しています。ジャズに限らず、いろいろなアーティストともレコーディングしていますね。ヴォーカリストと一緒にやる時はエレキとアコギの両方を音源に入れることが多いです。自分のアルバムでもデビューアルバムから少しずつアコギを使い始め、段々とアコギの割合が多くなってきました。

  

  -現在は指で弾いていますが、最初はピックで弾いていたのでしょうか。

  

  小沼：はい。自分の音色が欲しいと悩んでいた時期がありました。歴史ある昔のジャズが大好きで、日本人である自分が練習して取得すれば取得するほど辿り着けない何かがあり、憧れすぎてしまってもいて、そこに向かえば向かうほど辿り着けない自分に落ち込みました。そこで、自分のスタイル、表現方法を見つけないとギターを弾くのがつまらなくなると悩んでいました。

  その時、フランス、ニューヨークを渡り歩いてきたアフリカ人のリチャード・ボナというベーシストと、たまたまニューヨークで自分のアルバムのレコーディングをするチャンスがありました。その時にリチャード・ボナが僕のギターを指で弾いたんです。速い曲だったのですが、やわらかい音で弾いていました。ピックだととんがっているものがドンと出てくる感じなのですが、この音色は丸太のように太い音が出てきて、これが自分が求めているだと思いました。レコーディングは2日間だったのですがこの音を出したいと思い、2日目は指弾きをしてみたんです。そのプレイバックを聴くと、その時たまたまうまくいったのか、すごく個性がある独特なトーン、自分の声に近いいいトーンだと思いました。ここからピックでは弾かなくなりました。これが2004年だったのでちょうど10年前ですね。

  

  -このレコーディングの前は指弾きの練習をしていたのでしょうか。

  

  小沼：バラードなどアルペジオは指で弾いて、速い曲やカッティングはピックという感じで、7割がピック、3割が指弾きでした。このレコーディングで指弾きのがいいと思ったのですが、ピック弾きを求められることもあるので葛藤はありました。付け爪も試しましたね。でもエレキギターでは付け爪では自分的に痛い時があって、爪を伸ばしてしばらく弾いてましたが、これも自分では何か違うと感じ、最終的には指の腹だけで弾くことを何年かかけて確立しました。

  もうピックは捨てましたね。ピックでしか得られないシャープさを捨てた代わりに、指のあたたかさや個性を得ています。

  

  -辿り着くまで時間がかかっていたのですね。

  

  小沼：そうですね。ギターに直接触れて音を出すことが自分に合っているというか、最終的にはこうなりました。どんどんシンプルにしていきたいというのが自分の中にあって、スティールでもガットギターでもエレキギターでも、全部同じスタイルで弾こうと決めました。

  

  -今はピックは全く使わないのでしょうか。

  

  小沼：使いません。ピックで弾けば、当時の時代で止まったままのことはできますが意図的になってしまって、自分がギターを弾いて、ギターと一体化する感覚はピックでは味わえなくなっています。

  

  -そうするとアコースティックの割合も多くなりそうですね。

  

  小沼：そうですね。でもエレキをアコギのニュアンスで弾けるし、スティールのジャキジャキした音は出せないですが、その分太いグルーブは指の腹で得られるというか、より原始的なリズムとかは指の腹で演奏する方が自分としては合っています。

  

  -ジャズを始めた頃はジョージ・ベンソンなどの影響があったようですが、指で弾くようになってからは影響を受けたり参考にしたギタリストはいますか。

  

  小沼：たくさんいます。フラメンコのパコ・デ・ルシアやヴィセンテ・アミーゴを研究したり、クラシックギタリストの大萩康司くんと共演することがあって、その時に彼の音色の美しさにやられて、どうやってピッキングしているのか教えてもらいました。ジャズ系ソロギターはジョーパス、タックアンドレス、ソウルフルな柔らかいカッティングはコーネルデュプリーから、ウェス・モンゴメリーの親指で弾くトーンに憧れたり、エレキギターではジェフ・ベック、ガットギターをジャキジャキ弾くキザイア・ジョーンズや、ピエール・ベンスーザンなどのフィンガーピッカーも参考にしたり、多くのギタリストをチェックしました。いろいろなギタリストに3ヶ月くらいはまっては違うギタリストにはまり、研究をしては取り入れてきました。

  ありとあらゆる指弾きを研究しましたが、行き着いた所はすごくシンプルで、一番暖かい音色をもらえる、爪を使わない奏法に辿り着きました。

  

  -アルバム「3.2&1」ではそのスタイルが確立されて、ほとんどガットギターのアルバムだったと思います。

  小沼：数曲ES-335ですが、ポリトーン直でマイクも立てていて、アコースティック感覚で録音したセミアコの音です。全てアコースティックといっても過言ではないですね。この時は自分がナチュラルなものを求め始めていた頃です。ファーストアルバムから都会的なものを求めていたのですが、自分は田舎育ちだし、何かしら緑や海といった自然を感じるものが自分に合っていると思い始めました。ここから自分の中で何かがシフトされてきましたね。

  

  -お住まいは海の近くと聞いています。

  

  小沼：はい、湘南です。「3.2&1」がリリースされたのが2006年4月頃で、録音したのが2006年最初くらいだったのですが、レコーディングした直後に葉山に引っ越しました。ここは窓を開ければ波の音が聞こえるところで、数年住んで自分の中でいろいろと変わってきました。ここから海沿いの茅ヶ崎や辻堂、鎌倉などに住みましたね。

  東京から離れていて最初は大変かと思ったのですが、この帰ってくる時間がいいんです。その日のライブやレコーディングの音源を聴いていろいろと考えたり、帰りの1時間というのは自分の中で整理するのにちょうどよくて、全く苦になりません。行きは渋滞で苦になることがありますが(笑)。帰りは横浜を越えて湘南方面に入ってきた時の自分がオフになる感じがいいなと思っています。

  都会のエネルギーが渦巻いている中で、そのエネルギーに乗っかって何かを生み出し続けるということができる人もいますが、僕はそれよりも客観視したいタイプで、都会に住んでいた時はプロとしてやらなければいけない情報とか、いろいろな刺激は都会の方があるから最初は夢中で楽しくて、東京は最高だと思っていましたが、自分の奥底から出る音楽をやりたいと思った時に、一人の時間で自然を感じながら気持ちよく過ごせた方が、ピュアなものが生まれるような気がしました。

  

  -今までギターを学校だけでなく個人的に教えてもらったことというのはあるのでしょうか。

  

  小沼：音楽学校にいった時、学校でも個人でも二人の先生に教えてもらっています。小塚先生と岡村先生です。

  

  -パンスクールオブミュージックの岡村先生は、私の知り合いも習っていました。ライブなどはあまりしていないようですが、凄いギタリストだと聞いています。

  

  小沼：7弦ギターを弾いていて、知る人ぞ知るという、秘境にいるような方です(笑)。ネットでもほとんど情報が無いですが、凄いですね。究極の美学を持っています。当時荷物を持ってライブについていって、見させてもらいました。こういった現場やリハーサルを見たのがすごく勉強になりましたね。僕が岡村先生に習っていたのは7弦ギターを使う前でしたが、ちょうど7弦ギターをオーダーして、それが出来るまでスティーブ・ヴァイモデルの7弦ギターで練習していたのはいい思い出です(笑)。岡村さんにはみっちりといろいろなことを教えてもらいました。学校を卒業した後もライブを見させていただき、レッスンにも行ってました。
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  ■やっと何かに辿り着いた、やっとスタート地点に立ったというアルバムであると自分で感じています

  

  -ニューアルバムについてお聞きしたいと思います。タイトルの「GNJ」というのはどのような意味でしょうか。

  

  小沼：「G」はグリーン、緑です。「N」はノート、音で、「J」はジャズです。それを略語にしています。ブルーノートのちょっと憂鬱な感じの音に対して、自分の特徴的な緑、自然という意味のグリーンを感じられたらいいなと、自分のスタイルなどいろいろなものを含めた言葉を勝手に作ってしまいました(笑)。

  

  -様々な曲調の選曲のようですね。

  

  小沼：アコースティックもあればノリのいい曲もあって、自分の中のジャズというか、ジャズといっても古いのから新しいものまでいろいろあるので、自分からナチュラルに出てきたものをパッキングしたらこうなりました。自然から出来た曲が多いですね。今回のアルバムは前作から4年空きましたが、より自分の中で明確なものがアルバムに現れていて、どこか自然を感じるというか、それが滲み出る何かがスジになって統一しているアルバムを作りたかったんです。

  

  -T5Jazzレコードからのリリースのようですが、ここはボサノヴァの中村善郎さんも少し前にリリースしていましたね。

  

  小沼：はい。善郎さんも僕も同じソニーだったのですが、担当していた方が独立して自分のやりたことに特化したT5Jazzレコードというレーベルを作りました。僕も善郎さんも縁あって同じレーベルから出す事になりましたね。

  

  -このアルバムはハイレゾの音源もリリースされるのですね。

  

  小沼：はい。このレーベルはハイレゾが出たばかりの頃からハイレゾにこだわっていています。このアルバムより前に僕が参加しているオルガンバンドの「Aquapit」のアルバムでハイレゾを出しました。これがT5Jazzレコードの1枚目のアルバムなんです。ハイレゾはUSBで販売するのですが、カセットテープのようなケースに入っているので、カセットに戻ったような懐かしさもありつつ新しいというのがいいなと思います。

  

  -ニューアルバム収録曲について、簡単に解説していただけますか。

  

  ・Jungle

  ノリのいい曲で、ラテン要素が強くポップな感じの曲です。

  

  ・June 7th

  マイナーブルースが基調となった曲です。

  

  ・Bamboo / Tonlé Sap

  Bambooはアコースティックの曲で、どちらかと言えば日本的な曲です。Tonlé Sapはカンボジアの湖の名称で、水の上で生活することで有名な場所です。湖で水上生活する人を見て衝撃を受け、その思いを曲にしました。2曲がメドレーになっていて、アジア的な曲となっています。

  

  ・Impressions

  これはジョン・コルトレーンの名曲です。皮もののパーカッションとウッドベースとで演奏しています。

  

  ・Super Moon

  Super Moonというのは最近よく聞く、月のパワーが一番強いというものですが、それが海に照らされているというイメージです。バリ島にウブドという村があるのですが、ジャングルの奥のような所で芸術の村と呼ばれていて、そこで出来た曲です。

  

  ・What A Wonderful World

  スタンダードの曲をアコースティックのソロで演奏しています。

  

  ・Sketch Of 60s

  自分で作ったジャズの曲ですが、僕が生まれていない憧れの年代である1960年代前半の雰囲気で、当時ジャズがいろいろな方向に分裂したり融合したりしている一番美しい時代だと思っています。ここからいろいろなジャンルに分かれていますが、この分かれる直前、自分の憧れているものを曲にして、自分でスケッチしたという意味です。エンディングだけ現代ぽいアレンジをしていて、現代から過去のイメージを表現しています。

  

  ・I Think It’s Going To Rain Today

  ランディ・ニューマンの1970年代の曲です。多くのシンガーがカヴァーしている有名曲ですが、日本ではそれほど知られていないと思います。ニーナ・シモンというジャズシンガーのカヴァーに感動して、そこから原曲を聴いてさらに感動して、ギターで表現したいと思いました。音を聴いたら自分のアレンジが全て浮かんできて、アルバムに収録しました。

  

  ・Explorer

  ガットギターで演奏していて、ギター、パーカッション、エレキベースという、僕の好きな編成です。「3.2&1」の1曲目も同じメンバーですね。この3人だけの独特の世界観があって、Explorerというのは探検という意味ですが、3人で一緒にそろったり、別々に探検してまた集まったりというニュアンスを曲にしてみました。

  

  小沼：これまで1,2年に1枚アルバムを出していて、初めて4年振りと間隔が空いたのですが、自分が何をやろうかわからなくなった時期があります。この間に海外でのサーフィンで足を骨折して、ギターは弾けたのでギターに向き合ったり、父が亡くなったり、いろいろと乗り越えなければいけないことがたくさんあり、自分の音楽というものを次にどのように表現したらよいかわからなくなりました。

  こういう時期を乗り越えた後なので、今回のアルバムを作る事によって何か抜けた感じがして、今までに無い強いものが、このアルバムには込められていると思っています。自分がデビューしてから磨かれて、自分というものがやっと出てきて、何をやっても自信を持って、これが自分の音だということを言える状態になって作ったアルバムはこれが最初です。やっと何かに辿り着いた、やっとスタート地点に立ったというアルバムであると自分で感じています。

  家ではほとんどガットギターを弾いていて、旅に出るとトラベルギターを持って曲を作ったりしますが、今の自分の生活とか、ありのままがアルバムになったことが、ものすごくうれしいです。今回はエレキギターもアコースティックを弾いているような感じで、ノーエフェクトです。より生々しいと思います。今回はスタートなので、ピュアなありのままの音色で表現したかったんです。すごくナチュラルでシンプルな、ギターというものが浮き出たアルバムです。キーボードも入ってないですしね。ギター、パーカッション、ドラム、ベースなので、アコースティックのソロギターの延長上で、プラス4人だったり3人だったりで作るインプロビゼーションというか、打楽器とベースしかいないので、ハーモニー同士のインプロビゼーションよりもっと原始的なリズムのやり取りがすごく多いアルバムです。ここが聴き所だと思います。
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   -使用しているギターについてお聞きしたいと思います。

  

  小沼：まずガットギターはテイラーNS72CEで、「3.2&1」から使用しています。今回のアルバムではガットギターのレコーディングはEchizenギター(http://www.echizenguitars.com)を使用しました。

  作曲に使ったのはトラベルギターと僕は呼んでいるのですが、バックがアーチだったり凝った作りのガットギターです。

  

  -いわゆるトラベルギターというものは安いものが多いのですが、サイズが小さくても作りがしっかりしたギターのようですね。

  

  小沼：僕は作り手の気持ちがこもったギターを弾きたいんですね。とりあえずなギターだと旅に持っていった時に、本格的なギターを弾きたくなってしまうんです。弾き心地や抱き心地も含めて、弾いて練習になるギターを、神戸の西垣さんという若手の製作家に無理を言って作ってもらいました。本格的なネックで、フレット数は少なくてもネック幅とフレット感は普通のクラシックギターと同じようにしています。19世紀ギターのサイズより少し小振りな感じですが、結構鳴るんです。これだと海外にも持っていきやすいし、気軽に自然の中で弾くこともできます。前に宮崎で滝のあるところまでボートに乗って、これで弾いていたこともあります。そういうのに便利ですね。

  エレキギターはニューヨークの製作家エイブ・リベラさんのギターです。ギター製作家のレジェンドといえる方で、芸術品のようなギターです。ネックがガットギターと同じくらいの幅なので、ガットギターと同じ感覚で弾けます。通常のエレキギターとは別物ですね。アンプに出して音を出すという意味ではエレキギターですが、感覚はアコースティックです。

  

  -エイブ・リベラのネック幅は広く作ってもらったのでしょうか。

  

  小沼：ネック幅が広いのはエイブ・リベラの特徴です。普通のエレキギターよりも弦間があるから指で弾きやすいですね。15年くらい前から持っていますが、表ではほとんど弾いていませんでした。ES-335ばかりでしたね。リハーサルでは使うことがあっても、この無骨な一筋縄ではいかないギターを使うのは無理だと思ってたんです。でもガットギターを弾くようになってから、エイブ・リベラも弾けるようになってきました。去年骨折した時もこれを弾いてましたが、病室で弾くにはちょうどいい音量なんです。ガットだと音が大きすぎるし、335だと小さすぎます。3ヶ月くらい仕事ができなかった時にずっと弾いてました。このギターと向き合うことができて、メインで使うようになりました。骨折が無ければ未だに335を弾いていたでしょうね。あと、今回のアルバムでは使用していませんが、Echizenギターのスティール弦もあります。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  小沼：ギターで良かったと思うことが何度もあって、まずどこでも弾けるということです。気軽にギターを持ってセッションできるし、ギタリスト同士というのは特別な感じがするんです。渡り歩く民族がギターやギター的なものを持っていろいろなところをジプシーしてたりする歴史がある楽器なので、僕はギターを民族楽器だと思っています。肌身離さず、移動先でギターを弾いているのが僕のギターの原点です。いろいろなところに旅をして、ギターがあればそれだけで仲良くなれる。ギターはいい楽器なので、もっとたくさんの人にギターを弾いてもらいたいです。ギターをずっと弾き続けて、身近なものであって、ギターとともに人生を過ごすということを見つけた人は幸せだと思います。

  あとは、今までジャズに興味が無かった人もライブに足を運んでもらいたいですね。僕はアコースティック専門ではないですがアコースティックからインスピレーションを常にもらっているので、今までジャズを知らなかった人にも、ジャズの自由な感覚を体感してもらいたいです。ライブ会場でお会いできたらうれしいですね。この記事を読んでライブに来ましたという人が出てくるのを楽しみにしています。

  

  【2014年9月29日鎌倉にて】


  


  

  小沼ようすけ　http://www.yosukeonuma.com/

  

  1974年、秋田県生まれ。

  1995年、ヘリテージ・ジャズギター・コンペティション世界大会で3位。

  1999年、ギブソン・ジャズギター・コンテストで優勝。

  2001年にアルバム『nu jazz』でデビュー。

  ソロアルバムからバンドや様々なミュージシャンのレコーディングに参加。

  ライブ活動も精力的にこなす。

  プロフィールの詳細はこちら→http://www.yosukeonuma.com/biography.html

  


  


  小沼ようすけ new album「GNJ」

  発売日:2014年10月22日

  

  2001年、アルバム「nu jazz」にて鮮烈なデビューを果たしたギタリスト小沼ようすけ。その後6枚のアルバムをリリース、ジャズだけにとどまらないジャンルを超えて魅力を放つギター・サウンドと、誰もが認める確かなテクニック、そして誰からも愛される人柄から日本ジャズ・シーンにおいて不動の人気ギタリストの座を確立した。

  そして小沼ようすけ4年ぶりのニュー・アルバム「GNJ」はT5Jazz Records移籍第一弾。

  タイトル「GNJ」はGreen Note Jazz の略。ジャズの音を表すBlue Noteに、小沼ようすけがここ数年意識しているオーガニックでナチュラルな音を掛け合わせた造語「Green Note」。そして、小沼ようすけの原点であるジャズをこれまで以上に意識しつつ、デビュー・アルバムである「nu jazz」から発展し、今年40歳を迎える小沼ようすけが新たに原点回帰的なスタートを切ろうというタイトルが「GNJ」(Green Note Jazz)なのです。

  これまで以上に、グルーヴィーで、メロディアスで、ジャズしている小沼ようすけサウンドをご体感ください。
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  収録曲

  1 Jungle

  2 June 7th

  3 Bamboo / Tonlé Sap

  4 Impressions

  5 Super Moon

  6 What A Wonderful World

  7 Sketch Of 60s

  8 I Think It’s Going To Rain Today

  9 Explorer

  

  Personnel

  小沼ようすけ - guitar

  金澤英明 - bass

  鈴木正人 - bass

  坂田学 - drums

  仙道さおり - percussion

  

  Recorded at LANDMARK STUDIO on June 18-19, 2014

  

  【CD】(HQCD仕様)

  品 番:T5J-1006 価 格:2,400円 + 税

  【USB】(完全生産限定盤)

  品 番:T5J-5006 価 格:3,000円 + 税

  内 容:

  ・24bit/96kHz FLAC

  ・320Kbps MP3

  ・Jungle (excerpt) Music Video

  ・デジタルブックレット(PDF)

  【デジタル配信 (ハイレゾ: 24bit/96kHz FLAC) 】

  価 格:2,700円 + 税

  【デジタル配信】

  価 格:2,000円 + 税

  

  T5Jazz Records http://www.t5jazz.com/p/t5j-1006.html

  


  


  

  小沼ようすけ new album　発売記念ライブ

  「The Road to GNJ」

  

  2014年12月22日(月) 渋谷 duo MUSIC EXCHANGE

  OPEN 18:30　START 19:30

  ADV.¥4,800-　DOOR.¥5,300-（税込み/1DRINK別）

  

  ＊未就学児童入場不可

  ＊学割￥1,000（会場にて学生証提示の上、キャッシュバック致します。）

  

  【出演】

  小沼ようすけ（Gt）

  金澤英明（W.Bass） / 鈴木正人（E.Bass） / 坂田学（Ds） / 仙道さおり（Per）

  

  アルバムタイトルはGreen Note Jazzの略。ジャズの音を表すBlue Noteに、オーガニックでナチュラルな音を掛け合わせた造語「Green Note」。

  小沼ようすけの原点であるジャズをこれまで以上に意識しつつ、今年４０歳になる節目にデビューライブ会場であるduo music exchangeにて、原点回帰ライブを開催する。



  [広告]sign-pole records
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  ギター工房探訪〜沖田ギター工房

  


  

  ネック折れを始め、高度なリペアで評価が高く、最近ではギター製作に力を入れている沖田正和さんに、ギター製作やリペアの経緯や今後の活動についてお話していただきました。

  

  (バックナンバー、アコワドvol.17より)
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  ■工房に入る時は15年続ける覚悟ができるか、といわれていましたが、15年はいられないだろうなと思ってました(笑)

  

  ーギター製作を始めたのはどのような動機からでしょうか。

  

  沖田正和(以下、沖田)僕がギター製作を始めた理由はギターが好きで仕方ない、という訳ではなかったので、他の製作家の方とは少し感覚が違うと思います。このギタリストが好きとかこの曲を弾きたいとかそういう経緯ではなかったです。職業的に何を選ぼうかという時に手仕事だからということで選びました。

  

  ー就職を考えたときに職人、というのが前提だったのでしょうか。

  

  沖田：そうですね。僕は全共闘世代なので、会社に入りたいという気持ちにあまりならなかったです。細々とでいいので、あまり社会と関わらない職業がいいという拙い考えでしたね。今はとんでもないと思いますけど(笑)。

  

  ーギター以外の選択肢もあったと思いますが、あまり考えなかったのでしょうか。

  

  沖田：例えばピアノだとしたら場所も装置も大変ですね。自分の手仕事として食いつないでいくということなら、ギターは手軽だと思いました。職人ということなら車でもいいし、時計でもいいと思います。それでもギターが手頃だと思ってたんですね。あと音が出るというのは面白いと思います。ただ憧れのミュージシャンがいたり、この楽器に近づけようとか、そういう思いではなかったです。

  

  ーギターの製作はどのように始めたのでしょうか。

  

  沖田：大学卒業後に、クラシックギターの製作家である野辺邦治さんのところに押し掛けていきました。最後の弟子になりますね。弟は野辺正二さんです。ただ給料は碌に出ませんでした(笑)。今から40年くらい前なので1970年代の始めです。当時野辺さんはクラシックギターでは河野賢さん、中出阪蔵らと5本の指に入る製作家でした。

  

  ー当時はクラシックギターというのはどのような存在でしたか。

  

  沖田：僕が中学1年生くらいの時に東京オリンピックがありました。あの頃にビートルズが流行り、そういう音楽を聴く人が増えてエレキギターの人気が高くなって、バンドをする人たちが増えていました。それでもギターといえば一般的にはクラシックギターのことで、もう少しするとフォークブームがきてフォークギターが流行ってきます。その頃からはギターといえばアコースティックギターの事を言う等になったと思います。

  この頃はギブソンやマーチンは高嶺の花で今みたいに買えるようなものではなかったです。なので当時憧れていた人が、その後どうしても欲しい楽器として、ギブソンやマーチンを買うようになってきてますよね。

  

  ー野辺さんの工房にはどのくらいの期間いたのでしょうか。

  

  沖田：3年くらいです。3年くらいたった時が兄弟子が独立する時期でした。それと野辺さんが肺がんになってしまったので、工場閉鎖というようになってしまいました。工房に入る時は15年続ける覚悟ができるか、といわれていましたが、給料は碌に出ないし、15年はいられないだろうなと思ってました(笑)。
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  ■本当の意味の先生というのは、修理で持ち込まれる楽器ですね

  

  ー野辺さんのところを出てからすぐに自分の工房を立ち上げたのでしょうか。

  

  沖田：大学を出て職人になるというのは、当時はかなり変わっていると思われました。そういわれながら弟子入りしたので、3年でやめてしまう訳にもいかず(笑)、楽器店の修理を受けながら、少しずつ楽器を作ろうと思いました。しかし3年で修理も製作もできるようになる訳はない。当時は製作の全部に関わる訳ではなく、いわれたことを訳もわからずに作業していました。やめてからは本などで勉強していきました。

  

  ー野辺さんのところを出てからは、ギターの製作が中心だったのでしょうか。

  

  沖田：あくまでも製作を主としながら、食い扶持のためにリペアをするという安易な考えでしたが、段々ひっくり返ってしまいました(笑)。

  

  ー私が沖田さんを知った頃はすでにリペアのスペシャリストだったので、ギター製作をしていることを存じ上げていませんでした。最近になって人から聞いたりホームページに製作されたギターが掲載されているのをみて、製作のことを知った次第です。

  

  沖田：最初から飛び抜けたいいギターを作ったり、段々いいギターが出来てきて、それで食べていける、という状況で製作をしていたのではなく、いいギターを作り出そうという志をなんとか持っていて、そこだけは潰したくないという気持ちで継続しています。最近ギター製作を始めた訳ではないんですね。

  

  ーかなり前からリペアの注文が多いとうかがっています。

  

  沖田：おかげさまでリペアではお付き合いさせていただいている楽器店さんからの依頼などで、マーチン、ギブソンなどのヴィンテージは誰にでもリペアを出す訳にもいかないでしょうから、長くやっているのでこちらに回ってきたりします。

  僕としてはリペアの時に、内部構造などの研究もできるので、リペアというのは無駄だと思っていません。今は還暦過ぎたので、製作を主にしていこうと切り替えて、リペアは弟を中心にして、少しずつ移行してきています。

  

  ー昔からリペアに時間をとられてはいても、製作をしたいという気持ちが続いていたのですね。

  

  沖田：僕の場合は野辺さんという師匠のところにいましたが、そこにいた兄弟子ともずっとお付き合いしていて、直接的な技術指導はその人から教えてもらっていました。それでも本当の意味の先生というのは、修理で持ち込まれる楽器ですね。これはいいな、と思うとじっくりと中身を確認したり、修理の信頼を得てくると分解するまで依頼されることがあります。これはすごく勉強になりましたね。こういうところは他の製作家と違うと思います。

  

  ーヴィンテージなど古い楽器、いい楽器を数多く見てきて、いろいろな知識を得ることができたのですね。

  

  沖田：たくさんリペアをしてきた割には、ここはこうなんだよ、と言い切る自信はないですけどね。まだよくわからない所はたくさんあります。音というのはわからないことが多いです。でもそこが面白いんですね。

  

  ー確かに他の製作家の方も寸法が正確であればいい音が出るかというとそういう訳ではなく、理屈ではないものが多いということもうかがいました。

  

  沖田：寸法というのはわかりやすいですけど、それだけでは絶対に見えないものがあるとわかってきます。

  

  ー元々はクラシックギターの製作から始められて、現在はアコースティックギターも製作されてますが、今でも両方製作を続けているのでしょうか。

  

  沖田：両方作っています。ここにくるリペアの9割はマーチンやギブソンといったアメリカのアコースティックギターやエレキギターです。ここはリペアの看板を出してお客さんが直接持ち込むのではなく、楽器店を通しています。なのでお客さんは私が修理をしているということはほとんど知らないです。最初はクラシックの修理を主にしていたのですが、楽器店からエレキギターやアコースティックギターもやってもらえませんか、という話になり、いつの間にか9割がアコースティックギター、エレキギターとなってしまいました。資料も昔はクラシックばかりだったのですが、今はアコースティックギターの資料が多くなってきているので、それを生かせたらいいと思います。

  

  ーやはりクラシックギターに比べるとアコースティックギター、エレキギターの方が根本的に数が多く出回っているようですね。

  

  沖田：クラシックギターも熱心なファンはいますが、今は限られた世界になってきてしまってますね。世界的に見ればクラシックギターがクラシック音楽以外のポピュラーな音楽でたくさん使われていますが、日本ではクラシック音楽がほとんどのようです。アコースティックギターを多くリペアしてきたのでアコースティックギターを作ってみたいという欲求が出てきて、好きなように作ってきましたが、最近はもっと本格的に作ってみようと思ってきています。
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  ■リペアであれば、他の人には任せられない、ギターであれば他のギターを持ちたくない、となったら一番いいですね

  

  ーアコースティックギターはいつ頃から作っているのでしょうか。

  

  沖田：10年くらい前からですね。年間に作れる本数が少ないので、僕より若い人の方が本数は作っている人が多いでしょう。それでもリペアによって資料的に集めたもの、技術的に得たものを楽器として実現したいという気持ちが強くなってきています。

  

  ーアコースティックギターはどのようなモデルを製作されているのでしょうか。

  

  沖田：最初はクラシックギターの形状でXブレイシングにして作っていました。12フレットジョイントと14フレットジョイントの両方があります。クラシックギターからアコースティックギターのしっかりした音が出せないかなと思っていました。クラシックとOMはサイズがそれほど変わらないものですが、こういうのは全然売れないです(笑)。なんだかんだといって日本はマーチンのD-28やギブソンJ-45などがまずあって、それらと比べられてしまいます。ドレッドでまともな音を出してからなんか言いな、そう云われる事も多々ありますので、昨年からドレッドノートも作り始めました。

  

  ー今まで製作された楽器は、楽器店で販売されていたのでしょうか。それとも個人の方がオーダーをされたりしていたのでしょうか。

  

  沖田：完成したギターを楽器店に置いてもらいました。オーダーを受けたわけではありません。おそらくこういうモデルを作って欲しいといわれれば、どんなモデルでも作れるのではないかと思います。ただこんなのは作りたくないな、というのは出てきますので、今は作ってくれというお客様がいないのが幸いで、好きなように作ってます(笑)。今年からドレッドノートを作ってますが、これからはOMなども作っていこうと思います。製作家として難しいのは、お客さんは、マーチンやギブソン、あるいは他のブランドなど、求めるギターというのがまずあると思います。よほど変わった人でないと、変わったものを欲しがらないと思います。製作家としてやっていくのであれば、まずそこを踏まえないといけないというところがあります。

  

  ー個人のオーダーは受け付けているのでしょうか。

  

  沖田：はい。受け付けています。製作に関しては費用や時間はこれだけかかりますよ、というのはあります(笑)。いいものをじっくりと作るというのは、量で潰される心配が出てきます。できるだけお客さんに喜んでもらえるようにするため、時間がかかってもがんばるしかないですね。

  

  ー実は沖田さんのギターを押尾コータローさんが使用するということをお聞きしました。お話できる範囲で教えていただけますでしょうか。

  

  沖田：12月1日のコンサートで使用したようです。もうしばらくすると他のギタリストの方も使用する予定です。M-Factoryの三好さんがプロ向けのギターとして使えるものを探していました。M-Factoryはアマチュアの方も使用していますが、プロの第一線で活躍するギタリストがステージ上で使用できるかということをやっています。三好さんとはリペア上でもお付き合いがあったので、完成したギターを見せたら気に入ってくれました。押尾さんが使用しているギターは僕のブランド名では出ておらず、M-Factoryが提供しているギターとなっています。今後どのようにするかはわかりませんが、しばらくはこういう形態だと思います。

  

  ーヘッドのロゴやラベルなどはないのでしょうか。

  

  沖田：僕を前面に出さなくてもいい、というように話してるし、とにかくいい楽器ができるかどうかということが問題ですから、それである程度評判がよくなったら沖田のギターとわかってくるのでしょう。

  いずれはわかることなので、伏せる事もないようです(笑)。こちらとしてはプロが使えるいい楽器が、どこまで仕上げることができるかが感心の先端なので、どういう風に使われるかは問題ではないです。

  

  ー目指しているギターというのはどのような方向性でしょうか。

  

  沖田：リペアであれば、他の人には任せられない、ギターであれば他のギターを持ちたくない、となったら一番いいですね。ただ作ればいいというものではないし、魂を入れたからといっても、いい音が出てくるものでもありません。僕は和音の溶け具合というのはギターならではで、素晴らしいと思っています。僕が特殊かもしれないのですが、これがクラシックだから、アコースティックだからというのではないと思っています。お客さんはクラシックばかりの人、アコースティックばかりの人などいろいろな方がいますが、結局求めている音というのはそれほど変わらないと思っています。ただ綺麗な音が出るというのではなく、ガツンと出る時はガツンと出る。やさしい音を出したい時はやさしい音が出る。楽器がすごい力を秘めているけれども、どうにでも演奏者についてくるような、そんな楽器ができたらいいですね。演奏者の方もおそらく楽器に求めているのはそういうところで、あまり音が大きい、きれいな音が出るというだけではないと思います。そういう音ならどの楽器でもある程度出るのではないでしょうか。弾いていて魅力を感じるものでないといけないと思っています。ぶっとくて、あまくやわらかくて、それでいて反応が早い、かつ、つぶれないそんな音ができれば理想ですね。

  最近クラシックのオーケストラでは技術的には皆うまくて、素晴らしい演奏なのだけれども、記憶に残らないものが多いです。ギターでも、楽器のせいか音楽のせいかわかりませんが、何か希薄になってきている気がします。

  ギターを使う人はそのギターに思い入れがあって、ギターという楽器は皆好きでやっているので、そこを最大限に音楽家の演奏性や表情やいろいろなところに、楽器が裏から支えてその人が成り立つとか、この楽器は一生離せないという、そんな楽器ができたらいいなと思います。 ぼくらの世代でいうと「禁じられた遊び」という映画があって、そのテーマ曲はギターを弾いていなくてもみんな知ってる曲ですね。おそらく我々の世代で言えば、この曲でクラシックギターをやりたいという人が出てきたに違いなくて、その時の感性を支える楽器としてあったと思います。アコースティックギターでは例えばニール・ヤングやサイモン&ガーファンクルらが、イメージしたらギターを持って歌っているという姿が浮かんできます。この辺が、手軽に持ち歩ける楽器という魅力があります。それを演奏家や作曲者から、このギターを持ったおかげでイメージがわいてくるんだよね、というものを与えられるような、秘めた力を持った楽器ができたらすごいですね。 クラシックの曲であればうまい人はたくさんいると思います。それでも終わった後に揮発してしまうような、そんな感じがしてしまいます。僕だけかな(笑)。もっとギターの印象がいつまでもしがみついてるような、そういう感覚が薄れている気がします。

  例えば僕は修理でいろいろ計測をしていて、昔から音質と音量という大きなテーマがあったのですが、音が楽に出る楽器が溢れています。しんどいけれど、ぐんと音が出る楽器が少ないと思います。僕が作ったドレッドノートはおそらく誰もやらないくらい表板が厚いです。今主流の鳴りやすく、表板が薄くなっているギターに対抗いている訳ではないのですが、自分のギターの表板はどんどん厚くなってきています。

  

  ー確かに表板が薄ければ鳴りやすく、その場で弾くと心地よさはあると思います。

  

  沖田：心地よさは優先されると思うのですが、心地よいというのは楽に音が出るというのではなくて、自分が希望する音が出るまで散々格闘してやっと出てきた、その時の心地よさもあるのではないかと思います。

  

  ー先日伊藤賢一さんにお話をうかがった時に、簡単に鳴らないけれども、ポテンシャルの高い大屋さんのギターを大変気に入っているというようにうかがいました。この辺に共通しますね。

  

  沖田：M-Factoryの三好さんは数多くの楽器をみてきて、プロが目指している楽器というのはどういうものか、というところを考えると、そういう所が基準だと思います。コントロールできるという面白さがなければ、プロは使いませんね。楽器が勝手に余計なことをしない方がいい。三好さんはF1級のレーシングカーのようなギターがほしいと言っていました。誰にでも乗りこなせるものではないが、うまい人にかかるとすごい力を発揮すると。そういう楽器がどんどん少なくなっているのかもしれません。

  

  ー趣味でギターを弾いている人にとっては、楽器店で弾いてその第一印象が大きいと思います。そうすると最初から鳴りやすい楽器に好印象を持つのではないかと思います。

  

  沖田：まず楽器店の人がそう思うでしょうね。楽器店の人が売りやすいものを並べるでしょう。こういうのはいろいろな要素があるので、どれがいいとかは簡単に言えませんが、少なくてもプロが物足りなさを克服できるような楽器を求めているということはわかっているようです。おそらく製作家もなんでもいいものを作っているのではなく、自分が好きなギタリストとか、ああいう音を出したいという欲求があって、その演奏者しか出せない楽器を求めているかもしれません。それがなかなか出ないですが(笑)。

  クラシックギターでは和音の数が多く難しいですから、簡単にきれいな音で和音が出るというのは魅力だと思います。僕が好きなのは南米の奏者で、クラシック奏者に比べると泥臭いのですが、また聴きたいという曲が多いです。歌ものの奏者も多いですが、言葉がわからないので何を歌っているかはわかりません。それでも音に惹かれます。何か深い音がするんですね。ギターの弾き語りをやっていて、ギターでなければ出せない音だなというのをすごいと感じます。こういうのはロックとかでも同じようなことを思うのではないでしょうか。何か魂を感じさせるような演奏するミュージシャンですね。そうするとこの人はどんな楽器を使っているのだろう、こういう楽器を作ってみたいと思ってきます。
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  ■ものすごく分厚いトップで、これだけ厚くても素晴らしい音が出るのだというのを参考にしました

  

  ードレッドノートを作り始めたということですが、押尾さんが使っているように、ブルーグラスとかストロークとかにこだわらず、何でも対応するようなギターでしょうか。

  

  沖田：そうですね。修理ではブルーグラスの人も結構いますので、ああいうのを見ていると楽器がどれでもいいというようには思えません。やはり自分たちの気持ちを込めた音が出せる楽器を求めています。

  

  ー2012年はドレッドノートはどのくらい作られたのでしょうか。

  

  沖田：4本です。僕は修理をやりながらだとどうしても5,6本くらいしか作れません。そんなに数は作れませんが、じっくり作っていきます。

  

  ーギターの材質はどのようなものを使用するのでしょうか。

  

  沖田：製作をしている以上入手できる最高級の材料を使ってみたいというのはあります。長くやっているので蓄えた材料は結構あり、死ぬまでに使いこなそうと思ってます(笑)。表板はドイツ松が多いです。他にもいい材料があるのでいろいろ試しています。製作というのは蓄えていた材料を使っていくわけで、一生懸命作ってお金に換えます。普通はそれを生活にあてるのでしょうが、製作家は材料が減った分だけ、次の材料にお金をかけていかないと作り続けられません。製作家を続けていくには他の人以上に稼がなければいけないのに、それ以下しか稼げないのが悲しいですね(笑)。どんどん依頼される人は幸せかもしれませんが、その量に押しつぶされてしまうこともあります。

  修理というのは一言でいえば人に合わせる仕事です。製作は自分を表す仕事と思ってたのですが、製作も人に合わせることができないと、製作家として認められないということが段々わかってきました(笑)。好きなように作ったものが、どんどん売れて行けばいいのでしょうが、そういう訳にもなかなかいきません。自分の作りたいように作る方が、ある意味でははるかにやさしいですね。

  

  ー現在製作しているドレッドノートのギターはマーチンに近いのでしょうか。

  

  沖田：マーチンD-28というのがドレッドノートの物差しみたいなものですから、ああいうガツンと出る音を作ってみたいという願望があると思います。ただ、僕はあの形はあまり好きではありません(笑)。たまたま修理でグレーベンのドレッドノートが来て、これが素晴らしい音だったんですね。ものすごく分厚いトップで、これだけ厚くても素晴らしい音が出るのだというのを参考にしました。マーチンも修理で年に何百本も見ていると、今のマーチンは見た目はきれいですが、やはり古いマーチンは材質とか作りとか、今と違うのを感じますね。中には飛び抜けて力強い音がでるギターがあります。こういったものを参考に、心に訴えてくるようなガツンと出るような楽器を作りたいんですね。

  

  ーブレイシングはXブレイシングでしょうか。

  

  沖田：そうですね。クラシックギターではブレイシングパターンがいろいろあるのですが、アコースティックギターはほとんどXブレイシングです。少しずつ変えたりしてるのでしょうが、基本的に同じです。なのにどうしてこうも音が違うのかというのは面白いですね。

  

  ーXブレイシングですが、今まで見てきたギターを参考にしながら細かく変えたりしているのでしょうか。

  

  沖田：寸法で見ると、同じ製作家のものでも作った時代が違うと少し変わっていることがあります。素材などいろいろなことを変えることもあるでしょうが、その製作家の枠があって、そこを大きくは外れない。こういうのは面白いですね。

  

  ー塗装はラッカー塗装でしょうか。

  

  沖田：アコースティックギターはラッカーで、クラシックギターはセラックです。アコースティックギターのネックはスペイン式で、サイド板とネックを接続させてからトップとバックを貼付けます。また、ネックにはアジャスタブルロッドは使用せず、スクエアロッドを入れています。

  

  ー取り扱う楽器店は決まっているのでしょうか。

  

  沖田：特に決まってる訳ではないですが、リペアを受け付けていただいている楽器店にお願いしています。

  

  ー個人の製作家のギターというのは楽器店にはなかなか置いてないですね。

  

  沖田：僕が楽器店の店員だったら音がよくても名前がわからない製作家のギターを置くより、誰でも知ってるメーカーで安心できるギターを置きますね(笑)。なので楽器店の店員さんが惚れるような楽器を作らないといけないです。やはり売りやすい楽器の方がいいという方が多いでしょうが、変わった店員さん探さないと(笑)。買いにくるお客さんはお店の楽器を全部弾くわけではなく、誰かが使ってる楽器、とかの情報で選ぶでしょう。

  

  ー最近はインターネットで情報がいろいろ得られるので、自分で調べる方は多いようですね。

  

  沖田：そうするとますます実音でなくて、どんな人が使っているかとかが大きくなりますね。ある程度みんなが憧れるような、一目置かれるようなギタリストに使われないと、なかなか評価されないのではないでしょうか。楽器店にいってこれがいいと思っても、店員さんにこっちのが売れてますよ、とか言われると自分の意見が変わってしまいます。自分の直感よりも店員さんの意見を聞いてしまいがちです。

  

  ークラシックとアコースティックだと根本的に構造が異なるので両方とも製作するというのはかなり大変ではないかと思います。

  

  沖田：構造的なことや、板の厚さとか同じではないですね。ただ表現しようとしているのは同じようなもので、言葉ではいろいろな言い方がありますが、根本はガツンとした、どっしりとした深い音が出なくてはいけません。個々の音が和音として溶け合った時の音など、こういったことはアコースティックでもクラシックでも同じことだと思い、それほど区別していません。ただ製作の作業だけみると、アコースティックを作っていて、今度はクラシックの作業をしてとかなると一瞬戸惑いとかがありますが、そこはリペアをしていて、瞬時に切り替える、そういう訓練はできています(笑)。

  

  ー今後は製作に力を入れるということですが、リペアは縮小するのでしょうか。

  

  沖田：リペアは今まで通り継続しますが、後継者としてスタッフに叩き込んでいます。今は修理で6人、製作で1人手伝ってくれています。僕個人としては、リペアはできる限り他の人にやってもらって、製作の方に時間を費やしたいと思っています。

  

  ー長年リペアを続けていて、特にネック折れのリペアの評価が高いことをよく聞きます。変わったリペアなどは今までありましたか。

  

  沖田：リペアに関しては他の製作家より扱ってる本数は多くて、それなりのことはいえるかもしれないですが、僕は製作をしていることに結びついていると思います。時間やお金ということを抜きにしたら、作り替えた方が早いのではないかというギターを、元々の楽器の持ち味を生かすことができると思います。おそらく僕のところに、ヴィンテージとか高い楽器がくるもの、大体どんなものでも応えてくれそうだなという期待があるのでしょう。それと、自分を出さないでオリジナルの形状や雰囲気に戻すことを、モットーとしてやっています。古い塗膜を塗り替えたらピカピカになってしまうとか、ある程度は勘弁してもらっても、元の握りやすさとかがかけ離れた修理はしたくないです。 ネック折れの修理がとても多いのですが、ネックが折れたのをただきれいに塗るだけではなく、補強しないと強度的に持たないということで、最初は木をV字型に加工して継ぎ足していました。これをたくさんやっているうちに、つき板を重ねてカーブさせながら何枚も貼り重ねた方がいいと思いました。これを沖田式と言ってます。

  ずいぶん前の話になりますが、筋肉少女帯の方が、エレキギターをぐるぐる回していたのが飛んでしまってぐちゃぐちゃになってしまったのを復元したとかありますね。この時、「鉄筋少女帯」というイメージが出てきました。そこで、ネック折れの修理の際に、補強の一部に鉄筋を入れてみました。外からはわかりません。これで音がかわってしまったらどうしようもないのですが、問題なかったですね。

  修理では、今までこれは駄目でしょうというのが何本かありましたが、大体なんとかしてしまうものです。こうした方がいい、この方が理にかなっているとわかっていても、予算の都合も出てきますので、こうしましょうとか変更して、その人が望む中で最善のやり方を選んでいきます。幸いにヴィンテージを持っている方は、どれだけ費用がかかってもやります、という人が多いですので、きっちりとやっています。

  楽器にはそれぞれの思い入れがありますから、お金をかけて直してでも使いたいというのがあるので、何とか実現しなければいけません。修理というのはその人に合わせられないと難しいですね。 あと、リペアとは少し違いますが、楽器店に置いてあるギターをそのまま使うのではなく、ちょっと調整することによって、音が随分と変わってきます。これは覚えていた方がよいでしょう。

  

  ーギターファンに向けて伝えたい事などありましたらお願いします。

  

  沖田：全体の流れの中で、いい悪いという判断が難しくなってきています。僕はこう思っても、他の人がこっちがいいとかいう、そういう要素がどんどん大きくなってきているので、僕はこれがいいんだ、ということを大事にしてほしいと思います。これは楽器だけのことでもないですが、流されてもいいところは流されてもいいのですが、ここは、という所は動かさない。 あと、段々年をとってくると、細かいことにずいぶん気にかけてるものだと思います。どっちだっていいようなことを細かくいっています。感心のない人にとっては、どちらも同じようなことです。細かいことにこだわるのが無駄と言っているのではなく、それはとても大事な要素ですが、もう少し大きな所から見るということも大事ではないでしょうか。
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  【沖田正和】


  


  

  沖田ギター工房　http://www.okita-g.com/

  

  野辺邦治氏に師事し、クラシックギター製作を学ぶ。

  独立後、クラシックギター製作と同時にリペアも始めるが、アコースティックギター、エレキギターのリペアが増える。

  主に楽器店からのリペアの対応をしているが、特にネック折れのリペアは定評があり、独自のリペア法で「沖田式」といわれている。

  アコースティックギター製作も行うようになり、2012年からはドレッドノートタイプの製作を始める。



  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。今回もこのコーナーでは、私がギターを弾く時に考えていることや思っていることを、まるで“ひとりごと”の如く好き勝手に書き綴っていきたいと思います。

  　第四回となる今回も前回に引き続きピッキングに関する考察を行いたいのですが、関連づけて考えるべきことがたくさんあるので、焦らずに一つずつお話しします。最も基本的な音の出し方については前回お話ししましたが、今回はそれを踏まえた上でより“表現”という点に着目して考察を行いたいと思います。このコラムが少しでも読者の皆さんのギターライフのお役に立てることを祈ります。（※文中、“右手”や“左手”などの表記を用いますが、通常の右利き用ギターでの演奏を前提にお話ししていきます。）

  

  ●第四回 ～ピッキングに関する考察 その3～

  

  　本題に入る前にまずは軽い復習です。前回、基本的なピッキングに関して“腕の重さ”を使って弾くということをお話ししました。これによって、聞き手にしっかりと届く、芯のあるサウンドが得られるという内容でした。力を上手く伝達した時に生まれる音の“遠達性”とか“説得力”というのはとても大切なので、ぜひ一つ一つの音をしっかり響かせられるように工夫してみましょう。

  　さてさて、ここまでは前回までのお話です。今回はもう一歩踏み込んだ考察を行いますが、まずは前回の内容に関連して、右手のフォームについて触れてみたいと思います。

  

  　「音をどんなふうに出すか」 という点に着目して色々と試行錯誤してみると、真っ先にぶつかる問題は“フォーム”に関する問題かと思われます。演奏時の右手のフォームに関して悩んでいらっしゃる方は多いようで、実際に、そういった質問を頂くケースというのは非常に多いです。演奏中に自分の右手をよく見てみると、なんだか憧れのあの人（ご自身のお好きなギタリスト様）とは違う形で弾いているな～・・・なんて感じる方も多いでしょう。鏡を前にして演奏してみたりすると、自分がどんなフォームで弾いているのか、かなりはっきりと判ります。フォームの問題というのは、個人的にはとても大切だと感じています。なぜなら、フォームが変われば“音”が変化するか らです。音だけではなく、弾き易さにも直結しますし、腕から手にかけての疲労も変化してくるので、ぜひ注意したいところです。

  　では一体、どんなフォームで弾くことが理想的なのでしょうか。私なりに考えてみました。ここまで「フォームは大切です！」なんて散々引っ張って、あたかも「しっかりとしたフォームをきっちりと身につけるべきだ！」みたいな雰囲気になりましたけれど、誤解を恐れずに言います。

  　フォームに関してはどんな形であれ“自由”である、と私は考えております。乱暴に“好き勝手”という意味ではなく、スタイルとして“自由”であるということです。実際に、私が尊敬する世界中のギタープレイヤーの方々も一人一人全く異なったフォームで弾きますし、中にはとんでもない形（矢後定規基準なので悪しからず）で弾いている方もいらっしゃいますが、各々が個性溢れる豊かな音楽を奏でております。ですから、フォームに関しては個性という意味合いも含めて非常に“自由”なものであって欲しいという個人的な願いもあります。（※主にスティール弦ギターを自由な発想で弾くという場合のお話です。）

  　ここで問題となるのは、結果的な形としてのフォームではなく、なぜそのような形で弾くのかという点にあります。つまり、どんな“狙い”があっての弾き方なのかということです。フォームというのは、自分の“出したい音”について考えたり、なんとなくでも自分の理想へ近づけようという試行錯誤が少しずつ積み重なったもので、それが文字通りの“形”であると思っています。ですから別に綺麗だと感じるフォームである必要もないですし、自分の出したいサウンドが得られるかという点が最も重要だと私は考えています。

  　また、数々の個性溢れるプレイヤーが個性豊かな弾き方やそれに伴う個性豊かなサウンドを持っている、とはいえ、実は、そこには共通している部分もたくさんあるのです。いかにフォームが自由なものとは言っても、音を出す上で基本的なポイントとなる部分を抑える“効率的”なやり方、“やり易い”やり方、というのは存在しています。そういった基本的な部分を抑えた上での“自由”なフォームとピッキングであることを忘れてはいけません。様々なプレイヤーの弾き方の、“異なる部分”でと“共通する部分”のそれぞれを探ることは、研究として、非常に自分のプレイの参考になると思います。

  

  　こんな抽象的なお話ばかりしていてもピンと来ない方も多いと思うので、具体的に考えてみましょう。前回のお話と絡めて、最も基本的な“腕の重さ”を十分に使ったピッキングフォームについて考えます。聞き手にしっかり届く遠達性を持った、俗に言う“芯のある音”というのは、やはりギターを弾く上では最も重要な基本の部分だと思うので、そのためにも、腕の重さを無理なく伝えてしっかりと芯のある音を出せるようにしたいところです。（※出したい音のビジョンを持つ→どうすればその音が出せるか方法を考える→実践→更に考える→実践→以降、繰り返し・・・こういった流れを大切にしながらフォームを自分で考えていくのが理想的だと思います。ビジネス書などでよ く見る“仮説”→“実践”→“検証”のサイクルに似ています。）

  　例えば、親指“p”で考えてみます。主に低音弦側を担当することが多い親指に、重さを乗せてみましょう。腕の重さをロスなく伝達するためには、重みを分散させないフォームが、物理的には理想的です。

  

  ですから、ほんの一例ですが、

  

  ・親指を弦に対して横から平行気味な角度で構える（実際に平行では弦を触れないので、指を弦に対して“縦に構えるのではなく”という意味）

  ・弦と指の接点をある程度確保する（爪だけではなく指の腹を十分使う）

  ・ピッキングの際に関節をあまり暴れさせず、力の分散を防ぐ（ガチガチではなく柔軟さを保ちながら）

  ・腕全体は脱力を意識して、無理なく重さを使って弦をしならせるような感覚でピッキング（押し出すような感覚）

  

  　こんなことに気を配ってみてはいかがでしょうか。実際に私はこんな意識でピッキングしています。

  　親指の例はほんの一例ですが、こんなふうに一つずつ要点を抑えて考えていくと、自ずと“自分の理想とする音”を出すためのフォームというものが出来上がっていくと思います。特にフォームを変えるというのはなかなかに時間を要します。今まで弾けていた曲もフォームを変えると一瞬弾けなくなってしまったり、そういうこともあるとは思いますが、焦らずじっくりと、自分の音をよく聴きながら取り組むことが大切です。

  　今回は右手のフォームについて考えてみました。次回はより“表現”としての演奏を深めるためのピッキングについて考えていきます。それを考えるにあたって、まず音楽として、楽器演奏として何を意識していくべきかというお話から始めたいと思います。次回も楽しみにお待ちくださいね！

  　では、ごきげんよう！


  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Ovation 1767 Legend 1986年
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  いくつかの台風が過ぎ去り、少し寒くなってきました。秋風が吹くとはこのことでしょうか？

  

  皆様お風邪など召されませぬよう気をつけましょう。少し感傷的な気分になるので、ギターを弾くのに適した季節ではありますが…

  

  ギター業界で秋風と言えば、今年象徴的な出来事がありました。2014年５月、1970年頃からエレクトリック・アコースティックギターの歴史を作って来た老舗メーカー、オベーションがUSA製のギターの生産を終了すると発表しました。東海岸の工場、ニューハートフォードの工場の閉鎖に伴う結果ということですが、ギタービジネスにかかわる者としては、寂しい出来事です。
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  　ヘリコプターの製造会社の社長であり、ギターリストでもあったチャールズ・カマーンは1966年に自身の会社の子会社としてオベーション社を設立しました。航空機の胴体の素材として使っていた流線型のカーボンファイバーをギターのボディに応用することで、革新的なギターを発表しました。また、当時難しかった、アコースティックの音色をアンプリファイすることにいち早く注目し、その技術の発展に務めてきました。

  

  　60年代にカフェミュージックであったフォークやカントリーなどのアコースティックギターを使う音楽を、70〜80年代にかけて、ホール、そしてスタジアムへと規模の大きいライブパフォーマンスが可能な音楽へと昇華させたのは、間違いなくオーベーションギターの功績によるところが大きいと思われます。

  80年代の多くのバンドのビデオ映像を見ると、いかに多くのギターリストがオベーションギターを使っていたかが分かります。

  

  　ただ、近年はピックアップマイクと、PA技術の発展により、部屋で曲作りように使っていたヴィンテージギター等も、ステージに持ち込むことが可能になって来て、その存在意義が薄れつつありました。時代の流れといえばそうなのかもしれません。
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  [image: ]

  

  　USA製の生産が終了したということで、今後の価値については変化が見られる可能性もありますので、今後のヴィンテージ市場の流れについては、注目していきたいところです。

  

  本日ご紹介するのは、1986年製、　Ovation 1767 Legend です。レジェンドとは、一般のアコースティックギター同様にサウンドホールが丸穴のシリーズです。

  ナチュラルカラーのレジェンドのカッタウェイの無いモデルは、ポール・サイモン、ジョン・レノン等も使ったことで、日本人には馴染みのあるモデルです。
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  ディープボウルにカッタウェイ、シトカスプルーストップで、プリアンプは80年代の定番プリアンプOP24が搭載されています。

  　金属パーツやネジ等にくすみや錆はありますが、全体としては綺麗で、ネック状態も良く、弦高も低めにセッティングされています。

  ディープボウルだけに、低音の音量は豊かで力があります。生音でも十分に使えるギターです。このころは年代的にも、一番人気のあった時代ですね。
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  価格的にも高くはないので、傍らに置いておきたいギターです。

  秋の夜長に感傷にひたるにはピッタリですね。

  


  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  [広告]ソロギターコンサート Dramatic!!
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇イベント◇◇



  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  

  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/



  

  10/26（日）愛知・一宮「 Denpo G」

  Aki Miyoshi & ゲストぷう吉

  Open16:30 Start17:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/

  

  12/5（金）大阪・桃谷「Acoustic Live Cafe Anie」

  Aki Miyoshiソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  10/29(水)兵庫・神戸三宮「サロン・ド・あいり」

  【出演】　 シオン 　GIN

  Start19:30　21:00

  料金4,000円 (お食事・ドリンク付）

  お問い合わせ 078-241-1898

  

  11/19(水)兵庫・西宮「Live & Bar Uncle Jam 」

  GIN×西村歩ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円(2Drink別途）

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  10/24(金)東京・渋谷「LAST WALTZ by shiosai」

  Soul Gauge

  井草聖二、磯貝一樹

  Open18:30 Start19:30

  予約2,500円　当日3,000円（税込み ドリンク別）

  お問い合わせ　LAST WALTZ by shiosai：tel:03-6427-4651

  

  10/30(木)兵庫・川西「アステ川西 パティシエ プティフール」

  井草聖二　アコースティックギター・ソロライブ

  Start19:00

  料金2,500円（ケーキ代込み）

  お問い合わせ　要予約先着30名 072-756-6780

  

  10/31(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  井草聖二　バースデイライブ 大阪

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別途）

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  11/8(土)東京・六本木「jazz live&bar softwind」

  井草聖二　バースデイライブ 東京

  Open13:00 Start14:00(40分×2ステージ・入れ替えなし)

  料金2,000円＋ご飲食

  お問い合わせ https://www.jazz.co.jp/LiveHouse/schedule/reservation_ii.html?LV_ID=1407&ID=66158&SRV_FG=1

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  10/25(土)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円（コーヒーとお菓子付き）

  

  11/14(金)東京・八王子「ふらっとん」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ042-642-6205

  

  11/25(火)東京・初台「近江楽堂」

  花野美佳＆三好紅＆伊藤賢一　フルート、ヴィオラ、ギターによるコンサート

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ http://www.oumigakudou.com

  

  12/5(金)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  12/6(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  ＊完全生音ライブです。

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  10/20(月)新潟・村上「楽屋（がくや）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:30 Start20:00

  前売2,500円　当日2,800円（１ドリンク付き）

  

  10/22(水)青森・弘前「ASYLUM (アサイラム)」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/23(木)青森・十和田「ハミング・バードII」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/24(金)宮城・仙台「サテンドール2000」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/25(土)岩手・盛岡「Breandi（ブレアンディ）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  10/26(日)山形・酒田「Blues Hiro　」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／ロケット☆ホッパー

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日2,800円（１ドリンク付き）

  

  11/6(木)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／みうらよしゆき

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日2,800円（＋１ドリンクオーダー）

  

  11/7(金)大分「f sound Cafe」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（＋１ドリンクオーダー）

  

  11/8(土)宮崎・高鍋「ドルフィー」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  ゲスト：天満俊秀

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（１ドリンク付き）

  

  11/9(日)宮崎「ライブハウス絃（げん）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／道本晋一

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  お問い合せ：ライブハウス絃：0985-88-7706

  　　　　　　　　マスター川野さん携帯：090-7984-3949

  

  11/12(水)鹿児島「Live HEAVEN」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  OA／山田“タケちゃん”、O 次郎

  Open19:00 Start19:15

  前売2,500円　当日3,000円（＋１ドリンクオーダー）

  お問い合せ：SRファクトリー　TEL 099-227-0337

  　　前売りチケット：

  　　　（オンライン：10/1(水)～、一般プレイガイド：10/1(水)～随時販売開始）

  　　　●チケットぴあ　TEL 0570-02-9999（P：597-434）

  　　　　　（山形屋 / ブックスミスミ・オプシア / セブンイレブン）

  　　　●SR プレイガイド / 十字屋CROSS / T-BONE / PONTA /

  　　　　WAG / 平川屋楽器店 / 鹿児島音協 / その他ポスター掲示店にて

  

  11/13(木)熊本「Cabaret BAHIA（カバレバイーア）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:30 Start20:30

  料金3,000円（＋１ドリンクオーダー）

  

  11/14(金)佐賀「LIVE BAR 雷神」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（＋１ドリンクオーダー）

  

  11/15(土)長崎「ギター工房 Fellow」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円

  

  11/16(日)福岡・筑紫野「two-fiveイオンモール筑紫野店内ライヴホール」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open17:30 Start18:00

  料金2,700円

  ★チケット購入はtwo-five筑紫野店店頭カウンター、または

  　　ローソンチケット(Lコード：89229)でご購入いただけます。

  　※お問い合せは、two-five筑紫野店まで（092-918-3369）。

  

  12/13(土)大阪・吹田「5th Street」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:30 Start18:30

  前売3,500円　当日4,000円 （ドリンク別）

  

  12/14(日)愛知・名古屋「Slow Blues　」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:30 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円 （ドリンク別）

  

  12/21(日)秋田「カフェ・ブルージュ」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:30 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円 （ドリンク別）

  問合せ：秋田アコースティック・ギター・クラブ 三田村さん（090-1828-6384）

  

  12/23(火)青森「jipang（ジパング）」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円 （ドリンク別）

  

  2015年

  1/10(土)東京・曙橋「Back In Town」

  打田十紀夫＆大久保初夏 Acoustic Blues Live

  Open17:00 Start18:30

  料金3,780円 （オーダー別）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  10/25(日)埼玉・越谷「 大野楽器越谷店内MACS 」

  『〜ソロ・アコースティックギター祭＆岡崎倫典スペシャルライブ〜』

  地元で活躍するギターリストも登場、岡崎倫典とのセッションもあります。

  Open17:00 Start17:30

  前売2,000円　当日2,500円（別途・ドリンク代500円）

  お問い合わせ　南越谷店 TEL 048-986-8686　担当：井澤、石田

  営業；11:00〜20:00　水曜日定休

  

  11/6(木)福島・いわき「 バー・クイーン 」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：木村 大（クラッシックギター）

  Open18:30 Start19:30

  前売4,500円　当日5,000円（オーダー別）

  お問い合わせ TEL 0246-21-4128 営業：17:00〜26:00 メールによる問い合わせ：info@bar-queen.jp

  

  11/12(水)茨城・水戸「 ガール・トーク 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円（オーダー別）

  お問い合わせTEL029-225-0050（19:00〜26:00、月曜日定休）

  メールによるお問い合わせ、ご予約：info@girltalk.co.jp　

  

  11/14(金)東京・曙橋「 BACK IN TOWN 」

  岡崎倫典ソロライブ

  キーボード：平井宏

  パーカッション：土屋“大魔王”祐介

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円（要フード、ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL 03-3353-4655（15:00〜、日曜日定休）

  メールによるご予約はこちらまで：

  backintown@nifty.com

  

  11/15(土)三重・四日市「 ガリバー 」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：竹内いちろ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（オーダー別）

  お問い合わせ TEL 059-346-7321

  営業：11:00〜14:00、18:00〜24:00

  ライブのない日は22:00まで

  定休：月曜、火曜日

  メールによるお問い合わせ、ご予約：galliver@cty-net.ne.jp

  

  11/21(金)北海道・札幌「 円山夜想（ノクターン） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 011-623-0666　営業：月ー土：20:00〜25:00

  TEL 011-623-6680　営業：月ー金：10:00〜20:00。土：14:00〜19:00

  メールでの予約：info@marunoku.com

  

  11/22(土)北海道・小樽「 一匹長屋 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0134-32-4049　営業；18:30〜25:00

  

  11/23(日)北海道・帯広「 HOLLY'S（ホーリーズ） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売4,500円　当日5,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL.0155-66-9399　営業：11:00〜22:00

  

  11/26(水)北海道・釧路「 I.com Event Hall（アイコムイベントホール） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円（フリードリンク付）

  お問い合わせ 三品 TEL 090-2052-3473　又は　佐久間 TEL 090-2075-7577

  

  11/28(金)北海道・美幌「 Live & EVENT Petit Party（プチパーティー） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open20:00 Start20:30

  料金3,000円（別途・要1ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL 0152-73-2223　営業：20:30〜25:00、日曜日定休

  

  11/29(土)北海道・北見「 live Bar VENUS（ヴィーナス） 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（別途・要1ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL 0157-61-0404

  

  11/30(日)北海道・滝川「 ホテル三浦華園 」

  『岡崎倫典秋の北海道ツアー2014 in 滝川　〜An ode to nature〜』

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ Music & P.A. Blue Moon 村木 TEL 090-3391-8485

  又は　森 TEL 090-1399-1440

  

  12/21(日)奈良「 ビバリーヒルズ 」

  〜恒例となったMCタレント《南かおりさん》とのコラボレーションです。今年は何が飛び出すか？ご期待下さい。〜

  ゲスト：南かおり

  Open17:00 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円(要1ドリンク＋1フード＝1,000円)

  お問い合わせ ビバリーヒルズ TEL 0742-26-7444

  メールによるお問い合わせ、ご予約

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  10/26(日)茨城・水戸「七ツ洞公園芝生広場」

  Celtic Halloween Festival 2014

  出演：小川倫生　TRAD

  13:00～14:00（小川倫生の演奏時間）

  チャージ : 無料　

  お問い合わせ：ケルティックフェスティバル実行委員会　

  　　　　　　　WHISKY SHOP　０２９－２２４－４３００

  

  11/2(日)栃木・鹿沼「ネコヤド商店街　屋台のまち中央公園」

  ネコヤド音楽祭

  出演：木を植える音楽キャラバン＠ネコヤド商店

  時間：未定

  チャージ : 無料　

  お問い合わせ http://ameblo.jp/nekoya-do/

  

  11/13(木)栃木・宇都宮「music bar Lynch」

  Lynch Monthly Gig

  出演：小川倫生とバイキングスfeat.中山浩実（海老原浩Ds、戸田佳克B、中山浩実Vo、小川倫生G.Vo）

  22:15〜　23:15〜　2セット

  チャージ500円+1drink order

  お問い合わせ 028-636-5999

  

  11/16(日)栃木・宇都宮「be-off」

  「木を植える音楽」完成記念パーティー

  出演：木を植える音楽家たち。

  時間：未定

  チャージ : 無料　

  お問い合わせ 　http://www.beoff.org/

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  押尾コータローコンサートツアー2014



  10/25（土）埼玉　所沢市民文化センター ミューズ　マーキーホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ミューズチケットカウンター 04-2998-7777


  10/26（日）京都　京都劇場　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕ナウ ウエスト ワン　075-252-5150


  10/29（水）兵庫　神戸朝日ホール　

  〔開演〕19:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕GREENS 06-6882-1224


  11/1（土）高知　高知県立県民文化ホール グリーンホール　

  〔開演〕18:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕デューク高知　088-822-4488


  11/3（月・祝）福岡　福岡国際会議場 メインホール　

  〔開演〕17:00〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー西日本　092-714-0159


  11/5（水）愛知　名鉄ホール　

  〔開演〕18:30〔料金〕5,200円（全席指定/税込）

  〔問〕サンデーフォークプロモーション 052-320-9100


  11/8（土）東京　Bunkamuraオーチャードホール　

  〔開演〕17:30〔料金〕5,400円（全席指定/税込）

  〔問〕キョードー東京 0570-550-799

  

  12/7（日）東京・南青山「CAY」

  Acoustic Guitar Magazine Presents　Acoustic Ensemble

  【ホスト・アーティスト】高田漣【ゲスト】押尾コータロー

  開場17:00 開演18:00　

  料金：3,500円（自由席・整理番号付/税込）

  ※1ドリンク600円別途要　※立見になる場合がございます

  ※ファンクラブ先行予約があります。

  ■受付期間10/18(土)10:00-10/20(月)23:55

  期間内であっても予定枚数終了次第、受付を終了いたいます。

  （10/15発送の会報に詳細を同封します。FCサイトでもご覧に

  なれます）

  ※一般先行予約もございます。

  詳しくはこちら

  http://www.rittor-music.co.jp/agm-esb/

  10/27(月)

  CAY 03-3498-5790

  http://www.rittor-music.co.jp/agm-esb/

  

  12/13（土）北海道・札幌「Zepp Sapporo」

  夢チカLIVE クリスマスSP in Zepp Sapporo

  【出演】押尾コータロー / DEPAPEPE / Fried Pride

  開場17:30　 開演18:00

  全席指定　5,500円（税込）ドリンク代別途500円　※当日6,000円

  11/15 (土)発売

  ウエス 011-614-9999

  http://www.htb.co.jp/yumechika/

  

  12/21（日）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents

  押尾コータロー クリスマス スペシャルライブ 2014

  【出演】押尾コータロー　【ゲスト】渡辺香津美

  　開場18:00 開演18:30

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童入場不可。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■チケットぴあ

  発売初日特電 0570-02-9560（10:00-23:30）

  10/26以降 0570-02-9999（Pコード241-252）

  ■ローソンチケット

  発売初日特電 0570-084-659（10:00-18:00）

  10/26以降 0570-084-005（Lコード55450）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■モバイルサイトGREENS！チケット

  ■ブリーゼチケットセンター　06-6341-8888

  10/25（土）

  GREENS 06-6882-1224　

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/

  

  12/22（月）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents

  押尾コータロー クリスマス スペシャルライブ 2014

  【出演】押尾コータロー　【ゲスト】DEPAPEPE

  開場18:00 開演18:30

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童入場不可。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■チケットぴあ

  発売初日特電 0570-02-9560（10:00-23:30）

  10/26以降 0570-02-9999（Pコード241-252）

  ■ローソンチケット

  発売初日特電 0570-084-659（10:00-18:00）

  10/26以降 0570-084-005（Lコード55450）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■モバイルサイトGREENS！チケット

  ■ブリーゼチケットセンター　06-6341-8888

  10/25（土）

  GREENS 06-6882-1224　

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/


  12/23（火）大阪「サンケイホールブリーゼ」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents

  押尾コータロー クリスマス スペシャルライブ 2014

  【出演】押尾コータロー with弦楽四重奏

  開場18:00 開演18:30

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童入場不可。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■チケットぴあ

  発売初日特電 0570-02-9560（10:00-23:30）

  10/26以降 0570-02-9999（Pコード241-252）

  ■ローソンチケット

  発売初日特電 0570-084-659（10:00-18:00）

  10/26以降 0570-084-005（Lコード55450）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■モバイルサイトGREENS！チケット

  ■ブリーゼチケットセンター　06-6341-8888

  10/25（土）

  GREENS 06-6882-1224　

  ブリーゼチケットセンター 06-6341-8888

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/

  

  12/31（水）東京「東京国際フォーラム ホールC」

  ウーマン スマイル カンパニー 千趣会 presents 押尾コータローCOUNTDOWN SPECIAL LIVE 2014-2015

  【出演】押尾コータロー　【ゲスト】綾戸智恵

  開場21:15 開演22:00

  料金6,500円(全席指定／税込)

  ※未就学児童のご入場はできません。

  ※小学生以上はチケットが必要になります。

  ※深夜公演のため未成年者は保護者の許可が必要です。

  【先行予約に関して】

  ファンクラブ先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※まだファンクラブに入会されていない方も入会と同時に

  　チケットを購入する事が出来ます。【詳しくはこちら】

  千趣会先行受付期間

  ＜10月1日(水)〜10月10日(金)＞【詳しくはこちら】

  ※スマートフォンの方【詳しくはこちら】

  〔一般チケット発売所〕

  ■キョードー東京 0570-550-799

  （平日11:00-18:00 / 土日祝10:00-18:00）

  ■チケットぴあ　0570-02-9999（Pコード241-757）

  ■ローソンチケット　0570-084-003（Lコード71818）

  ■イープラス　http://eplus.jp/

  ■CNプレイガイド　http://www.cnplayguide.com/

  10/25（土）

  キョードー東京　0570-550-799（平日11:00-18:00 / 土日祝10:00-18:00）

  http://www.kotaro-oshio.com/schedule/live/xmas_cd2014/


  2015年

  1/18（日）宮城・仙台「仙台市民会館」

  伊勢正三 LIVE2015 featuring 押尾コータロー～Collaboration Best Live～

  開場16:30　開演17:00

  料金6,500円（全席指定/税込）

  チケット発売10/18(土)

  ノースロードミュージック　022-256-1000（平日 10:00-18:30)

  http://www.ise-shozo.com/


  1/25（日）大阪「NHK大阪ホール」

  伊勢正三 LIVE2015 featuring 押尾コータロー -Collaboration Best Live-

  開場16:30　開演17:00

  料金6,800円（全席指定/税込）

  ファンクラブ先行予約があります。

  詳細は後日、ファンクラブページで発表いたします。

  11/29(土)

  キョードーインフォメーション　06-7732-8888

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  10/26(日)奈良・五條「スパゲティーハウス シエロ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円(ドリンク別売り）

  お問い合わせ　0747（22）9333

  

  10/31(金)東京・荻窪「ルースター」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ（03）5347-7369

  

  11/2(日)群馬・みどり市「ねこの時計」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金3,000円（1ドリンク付）要予約　

  お問い合わせ　増田0277-73-6632

  

  11/3(土)栃木・大町「PLUM kitchen & cafe」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open16:00 Start17:00

  料金3,500円（1ドリンク付）全席自由　

  【定員30名様】

  お問い合わせ：090ｰ3596ｰ3139（ヨシバ）

  Facebook 葭葉 忠史（ヨシバ タダシ）

  https://www.facebook.com/tadashi.yoshiba

  

  11/4(火)東京・国立「Happon」

  岸部眞明ソロギターライブ

  ゲスト　下山亮平

  Open18:30 Start19:30

  料金3,160円別途　１ドリンクオーダー　　

  お問い合わせ 042-572-8888

  

  11/8(土)岡山・倉敷「音楽館」

  岸部眞明ソロギターライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円別　当日3,000円　　

  お問い合わせ　086−434−2723

  

  11/9(日)広島「オーティス」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円別　当日3,500円 (1ドリンク付）　　

  お問い合わせ082-249-3885

  

  11/14(金)兵庫・甲子園口「Live&Bar Uncle Jam」

  岸部眞明ソロギターライブ

  ゲスト　下山亮平

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円別途（２ドリンク別）　

  お問い合わせ Tel　0798-64-5405（19:00〜25:00）

  メール　info@uncle-jam.jp

  

  11/15(土)山口「　菜香亭（さいこうてい)」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円別　当日3,500円

  高校生1,500円 　中学生以下　無料　 　

  お問い合わせ090-3635-9304　 montbell@c-abel.ne.jp　（ミヤシタ）

  主催　Bloom企画　

  後援　山口市、 あこね本舗、アコースティック同好会（めだかの学校）　

  

  11/16(日)山口・徳山「Gumbo」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円 　 (1ドリンク付）

  お問い合わせ 0834-31-1051

  

  11/22(土)宮崎「ガーラム」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円 　 (1ドリンク付）

  お問い合わせ 090-5298-6296

  

  11/23(日)鹿児島・指宿「Num Bar」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open15:00 Start15:30

  料金2,800円 　 (1ドリンク付）

  お問い合わせロールケーキ工房パレット0993-22-4447

  

  11/24(火)福岡「Read Cafe」

  出演　岸部眞明　逆瀬川剛史

  Open19:30 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円 (１ドリンク付)　

  お問い合わせ takeshi_sakasegawa@yahoo.co.jp　逆瀬川剛史まで

  またはお店まで　 092-713-8860

  

  11/26(水)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ http://members.jcom.home.ne.jp/folkvillage2/top.htm

  

  11/27(木)大分「f sound Cafe」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売2,500円　当日2,500円 （いずれもドリンク別）

  お問い合わせ 　f sound Cafe　Tel 097-551-5380

  

  12/6(土)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:20 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ052-751-2550

  live-gen@musical.to

  

  12/7(日)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明ギターセミナー

  セミナー　10:00〜18:00

  セミナー代　11,000円 （昼食代込み）

  限定　10名　

  お問い合わせ　源　052-751-2550

  

  12/11(木)東京・曙橋「 BACK IN TOWN」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:00 Start19:30

  料金3,240円

  お客様には1ドリンク＋1フード以上のオーダーをお願いしています。

  お問い合わせ インターネット予約 http://homepage3.nifty.com/backintown/ 　　　

  もしくは 電話予約 TEL03-3353-4655 でお申込下さい。

  

  12/12(金)神奈川・横浜「日吉・Nap」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 日吉Ｎａｐにて。

  電話・メールにてご予約受付。

  <お問い合わせ先>

  TEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  12/14(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  岸部眞明ソロギターライブ

  Open17:30 Start18:30

  料金3,240円(税込み）（ドリンク別）

  お問い合わせ ご予約先：048-788-6033

  http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  11/1(土)大阪・岸和田「ウクレレショップOhana」

  ニーノアンドゴーゴーライブ at Ohana

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open14:00 Start14:30

  料金2,000円（先着30名限定）

  お問い合わせ Ohana 072-431-7788

  

  11/14(金)栃木・宇都宮「2 tree cafe」

  アコースティックギターソロライブ”秋の小さな演奏会"

  【出演】伍々慧

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円（ドリンク代別途）

  お問い合わせ 2 tree cafe 050-1026-5173

  

  11/15(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ恵比寿店」

  ソロギターインストアライブ

  【出演】伍々慧

  Open19:00 Start19:30

  料金2,200円

  お問い合わせ ドルフィンギターズ恵比寿店 03-6415-3580

  

  11/16(日)静岡「LIVING ROOM」

  ソロギターライブ

  【出演】伍々慧

  Start17:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ LIVING ROOM 054-260-7605

  

  11/30(日)大阪・吹田「5th-Street」

  アコースティックギターソロライブ”秋の小さな演奏会"

  【出演】伍々慧

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（別途ドリンク代500円）

  お問い合わせ 5th-Street 06-6386-9114

  

  12/6(土)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  ニーノアンドゴーゴーライブ at Uncle Jam

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ アンクルジャム 0798-64-5405

  

  12/7(日)愛知・名古屋「レアレアハレ」

  ニーノアンドゴーゴークリスマスライブ at NAGOYA

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Open13:00 Start14:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ レアレアハレ 052-533-0085

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  10/20(月)広島「オーティス」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,300円　当日3,500円（共に１ドリンク付）

  お問い合わせ TEL：082-249-3885

  e-mail：otis.s@nifty.com

  

  11/1(土)東京・三軒茶屋「ラジヲデイズ」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（各１ドリンク別途500円）

  お問い合わせ kei_n6175jp@yahoo.co.jp

  TEL 03-3414-5131

  (氏名、連絡先、希望予約枚数等々をお忘れなく)

  

  11/21(金)広島・福山「ポレポレ」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売3,300円　当日3,500円（共に１ドリンク付）

  お問い合わせ cafe_polepole@ybb.ne.jp

  

  11/22(土)長崎「自由飛行館・かすてら珈琲」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ ０９５-８２３-４１３４

  

  11/23(日)佐賀「佐賀市歴史民俗館「浪漫座」」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ ０９５２-２４-４８８３

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  12/6(土)愛知・豊川「国府カルチャーセンター『ピオ』　ふれあい広場”ルボア”」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（共に１ドリンク付）

  お問い合わせ TEL：090-8964-7714（岩瀬）または　0533-88-3083（ステーキ屋・刈波）まで。※月曜定休

  　　　　　　　　　　e-mail：live@plumeria-island.com

  　主催/ プルメリア アイランド

  　企画・制作/ KAPPA Live Team

  　後援/ 豊川市・エフエム豊橋

  

  

  ■逆瀬川剛史　http://blog.livedoor.jp/takeshi_sakasegawa/

  

  11/28(金)福岡「TIEMPO HALL」

  アンドレス・ゴドイ＆逆瀬川剛史コンサート

  開場19:00　開演19:30

  前売3,500円　当日4,000円（１ドリンクオーダー)

  お問い合わせ ラテン文化センター「ティエンポ」

  TEL 092-762-4100 Email eventos@tiempo.jp

  

  11/29(土)大阪「MIKIミュージックサロンなんばパークス」

  アンドレス・ゴドイ＆逆瀬川剛史コンサート

  開場17:30　開演18:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　三木楽器梅田店 06-6361-2211 umeda@miki.co.jp (email)

  http://mikigakki.com/umeda-acoustic/

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  10/25(土)宮崎・小林「フラワー」

  フォークミーティング・ライブ　

  Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  フォークミーティング・ライブとは、坂元が関わった事のあるミュージシャン（もしくは仲のいいミュージシャン）～さだまさし、ふきのとう、細坪基佳、村下孝蔵、かぐや姫等をリスペクトするアマチュアの方と坂元のコラボレーション・ライブ。そして坂元ソロ・ライブと、一度で二度楽しめるライブです。

  お問い合わせ Tel. 0984-22-3572

  

  10/26(日)宮崎「ライブハウス　絃」

  フォークミーティング・ライブ　

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0985-88-7706　絃

  

  10/27(月)宮崎・都城「Cafe Sophia～カフェ ソフィア～」

  坂元昭二ギターソロ　生音ライブ

  Open17:30 Start18:00

  料金2,000円※飲食別

  お問い合わせ Tel. 0986-77-5965　携帯 090-3867-3863 (カフェソフィア 瀬戸山) 　　

  Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  備考 ： ※20名限定　ご予約はお早めにお願い致します。

  ※ライブ終了後に懇親会（別料金）があります。参加ご希望の方はライブ予約時にお 知らせ下さい。ソフィア・ライブ限定特製ワンプレートメニューを提供致します。

  

  10/31(金)北海道・富良野「啄木鳥（きつつき）」

  坂元昭二ギターソロ

  Open19:00 Start20:00

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　Tel. 0167-23-4766

  

  11/8(土)大阪・吹田「COFFEE HOUSE 5th-street　」

  坂元昭二ミニライブ＆フォークミーティング

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　Tel. 06-6386-9114　5th street

  

  11/9(日)奈良「町屋カフェ　noconoco」

  坂元昭二「高取歴史の風景に爪弾くギター」

  OA ： Aya

  Open16:30 Start16:50

  料金3,000円※お食事、１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0744-52-4771　町屋カフェ「ｎｏｃｏｎｏｃｏ」

  企画 ： Soncho Music Project

  

  11/16(日)千葉・木更津「お蔵シアター」

  坂元昭二ギターソロ　～風のとまり木～

  O.A. ： 國吉磨寿美

  昼の部　14:00開演

  夜の部　18:00開演

  料金2,500円※お食事、１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0438-22-2103　または　090-2161-7339（岩瀬）

  

  11/22(土)埼玉・羽生市「TAKE１」

  坂元昭二・柿沼タケシGGSコンサート

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　090-4925-6602 TAKE1

  

  11/30(日)東京・曙橋「BACK IN TOWN」

  坂元昭二ギターソロ

  ゲスト ： 宅間久善（Percussion）

  Open17:00 １）18:00～19:00　　２）19:30～20:30　※入替えなし

  料金3,780円　※高校生以下￥2,700　　※飲食別

  お問い合わせ Tel. 03-3353-4655　またはバックインタウンHP http://homepage3.nifty.com/backintown/よりご予約下さい。

  ※予約順にステージ前の座席からお取りします。

  

  12/6(土)三重・伊賀「ハイトピア伊賀」

  坂元昭二ライブ in 伊賀～忍者のまちに優しい音を～

  ゲスト ： Yuri×Meri（中2と小６の姉妹デュオ）

  Open17:00 Start17:30

  前売2,000円　当日2,300円

  お問い合わせ Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  E-mail　december@december.co.jp

  

  12/7(日)滋賀「川崎や」

  坂元昭二ギターソロ

  ゲスト ： Yuri x Meri

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円　※自家焙煎コーヒー、ソフトドリンク付き

  お問い合わせ 074-962-4543　清水まで

  

  12/13(土)広島「楽座」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 082-246-1019　楽座

  

  2015年

  1/10(土)大阪「ミノヤホール」

  謹賀新年コンサートVOL.4　

  出演 ： 坂元昭二、むんむ、Aya、YurixMeri

  Open12:30 Start13:00

  料金3,500円※ドリンク別　※高校生以下1000円引き

  お問い合わせ Tel. 06-6371-8478（ミノヤホール）

  

  1/12(月)奈良「ビバリーヒルズ」

  坂元昭二ギターソロ

  出演 ： 坂元昭二、AYA、山口翔、雪盗境士

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円※飲食別

  お問い合わせ Tel.0742-26-7444（ビバリーヒルズ）、

  Email　december@december.co.jp （オフィスディセンバー）

  Web予約　http://form1.fc2.com/form/?id=937612

  

  1/17(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  謹賀新年コンサートVOL.3

  出演 ：坂元昭二、川瀬葉月、はなおと、青山ゆうみ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,780円※１ドリンク付

  お問い合わせ 048-788-6033（宮内家）

  

  2/22(日)埼玉・川越「小江戸蔵里」

  坂元昭二　酒蔵コンサート　in 小江戸・川越

  Open14:00 Start14:20

  料金2,500円※45名様限定

  お問い合わせ Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  E-mail　december@december.co.jp

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  10/24(土)富山「花まつフラワーアカデミー 本部教室」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,000円(当日2,500円)

  お問い合わせ TEL 0800-700-8787

  

  11/1(土)東京・水道橋「カフェ・らいん」

  岸部眞明・真辺雄一郎・下山亮平ジョイント・ライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,500円

  お問い合わせ TEL 03-3262-4675

  

  11/14(金)山梨・甲府「藤村記念館」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ TEL 090-2338-1758 (渡辺)

  

  

  ■城直樹　http://naoki-jo.com/

  

  10/25(土)福岡「博多阪急1Fウェルカムホール 特設ステージ」

  秋のコトコト学園祭 Music Cafe

  【出演者】城直樹

  Start14:00〜、16:00〜

  観覧無料

  お問い合わせ http://www.hankyu-dept.co.jp/hakata/

  

  11/2(日)愛媛・今治「博朝倉 緑のふるさと公園 特設ステージ」

  朝倉ふれあいフェスタ2014

  【出演者】城直樹

  Open10:00 Start14:00

  観覧無料

  お問い合わせ （0898）56-2500（今治市役所朝倉支所総務課）

  

  11/8(土)福岡「福岡市百道浜福岡市民防災センター」

  防災イベント

  【出演者】城直樹

  Open10:00 Start14:00

  観覧無料

  お問い合わせ　TEL: 092-847-5990（福岡市防災センター）

  FAX: 092-847-5970（福岡市防災センター）

  

  12/12(金)福岡「コミセンわじろホール」

  今夜はソロギター

  【出演者】城直樹

  【スペシャルゲスト】高橋在也（キーボード）、JUN（ビートボックス）

  Open18:30 Start19:00

  前売2,800円　当日3,000円

  お問い合わせ TEL: 092-661-3304（福岡東部子ども劇場）

  FAX: 092-661-3385（福岡東部子ども劇場）

  E-mail: toubu-gekijou@mrg.biglobe.ne.jp（福岡東部子ども劇場）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  10/25(土)石川・白山「ポンポロプーFPホール」

  「住出勝則＆田中彬博」アコースティックLIVE

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 076-214-6236（Pon Polo Pooh）

  

  11/9(日)東京・原宿「原宿クエストホール」

  HUKUROH　～永遠の青春ライヴ～

  矢沢透、滝ともはる、住出勝則

  Open16:00 Start16:30

  料金6,000円 ※ 全席指定

  お問い合わせ 03-3478-9999（キャピタルビレッジ）

  チケット一般発売

  8月8日（金）～ チケットぴあ / ローソンチケット / イープラス / CNプレイガイド / キャピタルビレッジ

  キャピタルビレッジ・オンライン先行予約

  7月19日（土）午前10:00 ～ 8月3日（日）午前10:00

  抽選：8月5日（火）

  

  12/7(日)大阪・高槻「TENJIN」

  「住出勝則＆田中彬博」アコースティックLIVE

  Open15:30 Start16:30

  前売3,500円　当日4,000円（ともに、要１ドリンク600円オーダー）

  アフターライヴパーティー（お料理＋1ドリンク付）：2,500円

  希望者のみ / 別途要予約

  ライヴ後、住出勝則を囲んでのひと時をお楽しみください。90分程度の予定。

  お問い合わせ 072-691-1624

  ウエブ予約：www.mam-1624.com/live/201412/20141207n.html

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  11/15(土)三重・四日市「 ガリバー 」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：竹内いちろ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（オーダー別）

  お問い合わせ TEL 059-346-7321

  営業：11:00〜14:00、18:00〜24:00

  ライブのない日は22:00まで

  定休：月曜、火曜日

  メールによるお問い合わせ、ご予約：galliver@cty-net.ne.jp

  

  11/22(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  PETA/（歌・ギター）・竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  11/23(日)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.11

  PETA（歌、ギター）　ゲスト竹内いちろ（歌、ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  11/24(月)愛知・名古屋「Jim's Place」

  PETA（歌、ギター）　ゲスト竹内いちろ（歌、ギター）

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円（１ドリンク込）

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  11/29(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  宇山基道/竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円

  お問い合わせ info@denpo-g.com

  

  11/30(日)三重・四日市「ガリバー」

  森圭一郎　サポート竹内いちろ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（飲食別途）

  お問い合わせ http://www.galliver.gr.jp/index.html

  

  12/5(金)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト竹内いちろ（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  10/25(土)石川・白山「ポンポロプーFPホール」

  「住出勝則＆田中彬博」アコースティックLIVE

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ 076-214-6236（Pon Polo Pooh）

  

  11/9(日)兵庫・西宮「苦楽園 遊楓亭」

  田中彬博コンサート 〜お茶とマカロンとギターの調べ〜

  Open14:00 Start15:00

  料金2,800円(お茶とマカロン付き)

  お問い合わせ yuuhuutee@gmail.com

  または Tel: 0798-77-0415 (遊楓亭 浅尾) まで

  

  11/28(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  田中彬博 ソロライブ in 宮内家

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ 048-788-6033 (宮内家)

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  11/23(日)神奈川・横浜「LA FIESTA(ラ・フィエスタ）」

  出演：谷本　光

  オープニングアクト：竹内　正実

  Open18:30 Start20:30

  料金2,800円(1DRINK込） + 2オーダー

  お問い合わせ　LA FIESTA(ラ・フィエスタ）TEL 045-491-3977

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2014/11/01（土）

  【長崎県佐世保市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：音食亭 ブラウニー

  （長崎県佐世保市京坪町4-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0956-25-4777

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,000円（別途ドリンクオーダー）

  

  2014/11/02（日）

  【長崎県佐世保市】

  佐世保高専・高専祭コンサート

  会場：佐世保高専第一体育館

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：080-8553-2959（平山）

  開場／12:15　開演／12:45（30分程度の演奏）

  料金：500円（当日のみ）

  

  2014/11/03（月・祝）

  【福岡県久留米市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：private salon GRACE

  （福岡県久留米市諏訪野町2730−4）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0942-35-6404

  開場／16：30　開演／17：00

  料金：2,500円（珈琲、お菓子付）

  

  2014/11/09（日）

  【熊本県】

  【西村歩ライブ＆クリニック】

  会場：島村楽器熊本パルコ店

  （熊本県熊本市手取本町5-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：096-327-4066

  開場／14：30　開演／15：00

  料金：2,000円

  

  2014/11/19（水）

  【兵庫県西宮市】

  【GIN×西村歩ジョイントライブ】

  会場：アンクルジャム

  （兵庫県西宮市甲子園口3-15-9 秋津州ビル1F ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0798-64-5405

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：3,000円（別途2ドリンクオーダー）

  

  2014/11/20（木）

  【岡山県倉敷市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：音楽舘

  （〒710-0043岡山県倉敷市羽島647-16）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：086-434-2723

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円

  

  2014/11/21（金）

  【広島県呉市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：オガタマモル

  会場：Cafe' BLEU

  （広島県呉市広古新開2-7-8 1Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-2177-7598

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2014/11/22（土）

  【広島県広島市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：トコナツ屋

  （広島県広島市中区立町5-7 立町Ｇハウス　２Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：082-242-1572

  開演／19：00

  

  2014/11/23（日）

  【山口県防府市 】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場： cafe Himawari

  （〒747ｰ0836防府市植松1325ｰ2）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0835ｰ29ｰ4994

  開場／16：30　開演／17：00

  料金：２５００円（ 要ケーキセット+５００円）

  

  2014/11/24（月・祝）

  【山口県周南市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  オープニングアクト：高瀬 裕充

  会場：Gumbo

  （山口県周南市栄町2-26　アサヒビル B1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：０８３４-３１-１０５１

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（ワンドリンク付き）

  

  2014/11/30（日）

  【宮崎県宮崎市】

  【西村歩ライブツアー2014~JOURNEY~】

  会場：FLOOR

  （宮崎市中央通り3-47東洋ビル5F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：（０９８５）７３－８５２０

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  

  ■西山隆行　https://www.facebook.com/Nishi.Nishiyama

  

  10/24(金)滋賀・長浜「川崎や」

  「ハーパーズミル LIVE & 毎月２４日は にっしーの日 Live in 山梨県！！！」

  出演：西山隆行・仲内拓磨・ピーチボーイズ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ ハーパーズ・ミル　055-233-3157

  

  11/15(金)16(土)秋田・田沢湖「ペンション・サウンズグッド」

  『西山隆行とTomoki のギター＆ウクレレ・キャンプ in 田沢湖 2014』

  参加料金：２万９０００円（税込）　現地集合（交通費自費）

  （食事代、宿泊代、レッスン料、ライブ観覧料、楽譜代、全て込み）


  募集人数：１０～１５名　

  募集期間：１０月１５日（水）申し込み締切

  年齢：制限無し（未成年者は親同伴）

  申し込み先： musictail@me.com　までご連絡をお願いします。

  楽器：持参（貸出し用もありますが、基本的にはご自分の楽器をお持ちください）

  宿泊部屋：男女別で、３、４人ずつの相部屋となります。

  楽譜：キャンプ用に西山とTomokiで特別にアレンジした曲の楽譜＆CD音源を参加者へプレゼント。

  食事：両日サウンズグッド１Fのカフェにて食事をします。

  １日目夜のライブ＆パーティでは、飲み放題、パーティ料理をご用意しております。

  ２日目の１５時〜のライブは一般入場可能（料金１０００円＋ドリンク•オーダー）

  各レッスンの内容は決まり次第UPしていきます。

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  10/20(月)京都「いるか喫茶バー 」

  日本ラグタイムクラブのオフ会と、一般参加できるラグタイム交流会が開催されます。

  ラグタイムの情報交換、プチ演奏会などが予定されています。もちろん私も出ます。

  ラグタイムについて、いろいろ楽しく語らいましょう！

  15:00～17:00（オフ会） ／ 17:00～20:00（ラグタイム交流会）

  参加費：入会希望者は無料（オフ会）／1,000円（ラグタイム交流会）

  企画担当： 日本ラグタイムクラブ京都交流会事務局（青木・浜田・中岡）

  Facebook： 日本ラグタイムクラブメール： ragtime@zac.att.ne.jp

  参加型プチ・フェスティバル

  

  10/22(水)大阪・東大阪「焼酎 Live BAR 白ひげ 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／ザビエル 大村 （ギター）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（1 Drink付）

  お問い合わせ Tel : 06-6784-2646（18:00～）

  

  10/23(木)兵庫・姫路「みんと」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／岡本 靖朗（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  前売1,500円　当日1,800円

  お問い合わせ　Tel : 090-6604-7653（みんと）

  

  10/24(金)岡山・総社「スタジオ・ザ・ブーン 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／土師 剛（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ tel: 0866-93-9781（スタジオ・ザ・ブーン）

  

  10/25(土)広島「OTIS! 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）、SHiMA（ギター）、唐津人士（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円

  お問い合わせ tel: 082-249-3885（OTIS!）

  

  10/26(日)福岡・小倉「フォークビレッジ 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニング：入江龍二郎（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  前売2,000円　当日2,500円(要ワンドリンクオーダー)

  お問い合わせ tel: 093-511-2115（フォークビレッジ）

  

  11/21(金)福岡「カフェ ルフラン」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／小柳有美（ヴォーカル）

  Open15:30 Start16:00

  料金2,700円（コーヒーとお菓子が含まれます）

  お問い合わせ tel: 092-673-0510（小柳有美）／092-716-7088（カフェ ルフラン）

  

  11/21(金)福岡「エンジョイスペース大名」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／小柳有美（ヴォーカル）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,000円

  お問い合わせ tel: 092-673-0510（小柳有美）／080-3226-3390（会場）

  

  11/23(日)福岡・久留米「久留米ラーメン来雷軒」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円ワンドリンク付

  お問い合わせ お問合せ：090-3324-2436（丸山）

  

  11/24(月)福岡・六本松「カフェ クロノ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  オープニング：ろく（ギター、歌）

  Open15:00 Start15:30

  料金2,500円（別途ワンオーダー）

  お問い合わせ tel: 092-713-3599（カフェ クロノ）

  

  11/25(火)熊本・玉名「玉名温泉つかさの湯 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start20:00

  料金：無料（入浴料がかかります。一般・大人700円、小人330円）

  お問い合わせ　tel: 0968-72-7777（つかさの湯）

  

  11/26(水)熊本「ミュージックハウス　Joe-San 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ　tel: 096-380-2933（Joe-San）

  

  11/30(水)福岡・薬院「The Celts（ザ ケルツ）」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 092-714-0112（ケルツ）

  

  12/20(土)北海道・虻田郡「ニセコ しろくまカフェ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 0136-44-3368（しろくまカフェ）

  

  2015年

  1/21(土)北海道・小樽「 一匹長屋　」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  10/26(日)愛知・一宮「Denpo G」

  Aki Miyoshi & ぷう吉

  Open16:30 Start17:00

  料金2,000円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/

  

  11/6(木)大阪・北浜「地下酒場」

  ぷう吉、さらさ ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（飲食代別、要オーダー）

  お問い合わせ tel 06-6231-5950

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  12/20(土)神奈川・横浜「関内ホール」

  松井祐貴 SOLO LIVE “Heart-Strings”actⅡ

  Open15:30 Start16:00

  チケット：3,000円（全席指定）

  9/21よりチケット販売開始！

  http://www.kannaihall.jp/topics/2014/12/bashamichi-splmaximumvol9sololiveheart-stringsact.html

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  11/1(土)兵庫・甲子園口「Uncle Jam」

  出演　丸山ももたろう・GIN　

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円※別途2ドリンク

  お問い合わせ ATEL 0798-64-5405

  

  11/3(月)愛媛・高松「季節料理「福」」

  出演　高松千春　ゲスト出演：丸山ももたろう

  Open18:30 Start19:30

  料金5,000円※(料理飲み物付）

  お問い合わせTEL 090-7783-4909　高松千春　迄

  

  11/7(金)大阪「Live cafe Anie」

  ～Anie Festival～

  出演　1部　カジュアルライブ　くまさん　keyco　二色工房　マロさん

  2部　ゲストライブ　丸山ももたろう・PETA

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円※(ドリンク付）

  お問い合わせ Anie TEL06-4305-0772

  

  11/9(日)大阪・茨木「D_BAR」

  ～Anie Festival～

  出演　丸山ももたろう

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円※(飲食代金別）

  お問い合わせ D_BAR TEL 072-629-6627

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  10/24(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太＆まるやまたつや『ギターだらけ。』ツアー2014 関東編

  Open19:00 Start19:30

  料金2,700円 (1ドリンク付き)

  お問い合わせ http://maruchan0208.wix.com/maruyama#!contact/c1c4j

  

  10/25(土)東京「Green Amy Cafe」

  矢後憲太＆まるやまたつや『ギターだらけ。』ツアー2014 関東編

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円 (1ドリンク付き)

  お問い合わせ http://maruchan0208.wix.com/maruyama#!contact/c1c4j

  

  11/14(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太 85の日ライブin 宮内家

  Open18:30 Start19:00

  料金2,160円 (1ドリンク付き)

  お問い合わせ ０４８－７８８－６０３３

  

  Acoustic Guitar World Presents

  ソロギターコンサート　Dramatic!!

  

  出演：小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/home.htm

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　Shohei Toyoda　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  　　　矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  オープニングアクト：奏帆　http://www.kanaho.com　

  

  ■日程：2014年11月29日(土)16:00開場　16:30開演

  

  ■会場：古賀政男音楽博物館内けやきホール

  　　　〒151-0064 東京都渋谷区上原三丁目6－12

  　　　小田急線、地下鉄千代田線 代々木上原駅下車　徒歩3分

  　　　http://www.koga.or.jp/hall/

  

  ■料金：前売3,500円　当日4,000円(全席自由)

  

  ■チケット発売：8月30日(土)10:00から販売開始

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　 　　　　　　 携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1437853

  　★イープラス　http://eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002135001P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　mail　info@aco-world.com

  ■協賛・協力：LAST GUITAR、sign-pole records、solo-gutar.info

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  11/9(日)山形・酒田「酒田市勤労者福祉センター２F研修室」

  吉川忠英アコースティックギターセミナー

  「みんなでアコギに”熱忠中”」

  14:30〜16:30

  料金3,000円

  お問い合わせ　庄内おばこの会（伊藤）

  Mail.：benibana-770327@docomo.ne.jp

  Tel.：080-1654-2232

  

  11/15(土)大分・豊後大野「おくぶんご緒方荘(おがたのしょう) 俚楽(りがく)の郷伝承体験館」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014”＠豊後大野[おくぶんご緒方荘 俚楽の郷伝承体験館]

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ おくぶんご緒方荘 俚楽の郷伝承体験館

  　Tel.0974-42-4822／Fax.050-3737-8057

  　(休館火曜日）

  

  11/16(日)大分・竹田「友修別館」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014” ＠竹田[友修別館]

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円当日3,500円(１ドリンク付き)

  お問い合わせ ともしゅう Tel0974‐63‐2254

  

  11/18(火)宮崎・諸塚村「諸塚多目的集会所」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014” @宮崎県諸塚村[諸塚多目的集会所]

  Open18:30 Start19:00

  お問い合わせ　Tel.0982-65-0016(山根)

  

  11/19(水)宮崎・阿波岐原町「イタリア料理 バルカドーロ」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014” @宮崎[イタリア料理 バルカドーロ]

  食事＆ライブ：18:00〜 4,500円

  ライブのみ：19:30〜 2,500円(１ドリンク付)

  お問い合わせ　バルカドーロ Tel.0985-25-0733（営業時間12時〜22時）

  

  11/20(木)宮崎・高鍋「おざわ別館」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014”＠高鍋[おざわ別館]

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円当日3,000円

  お問い合わせ ながとも090-1165-6752（13時〜20時）

  

  11/22(土)長崎・島原「宮崎酒店酒蔵」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014”＠島原[宮崎酒店酒蔵]

  Open18:30 Start19:00

  前売2,800円当日3,000円

  お問い合わせ 酒蔵 Tel.0957-68-7616（10時〜17時）

  

  11/23(日)熊本・上天草市湯島「湯島公民館」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014” @上天草市湯島[湯島公民館]

  14:00〜吉川忠英ライブ

  16:30〜17:30 ギターセミナー

  お問い合わせ 前田芳男 090-7448-0671(9:00〜21:00)

  ※天候により、海が時化(しけ)たときは、中止になる場合があります。

  

  11/24(月)長崎「ミュージックバー パラノイア」

  吉川忠英"九州火の国 ヤジギター道中2014”＠長崎[ミュージックバー パラノイア]

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円(１ドリンク付)

  お問い合わせ080-3227-5783（恩塚）

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  10/25(土)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円 （別途お食事代1,100円）

  お問い合わせ　Tel: 072-624-1980

  web: http://cafe-nakachiyo.net/

  

  11/9(日)富山「Blue Guitars　2F L1ホール」

  ～わたなべゆうインストアライブ～

  Open18:30 Start19:00

  前売2,000円 　当日2,500円

  お問い合わせ　TEL:076-433-0165

  

  11/16(日)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円（お食事付き）

  食べたいもののリクエストがありましたら→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp まで！ 可能な範囲でみぃあさんが作ってくれます！

  ご予約もこちらまで→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-249-9841

  

  11/29(土)大阪・枚方「モガジョガダイニング」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open17:30 Start18:00

  料金2,500円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-846-3535

  

  12/14(日)大阪・江坂「ESAKA MUSE」

  わたなべゆうワンマンライブvol.15 ～マクのクリスマクスペシャル～

  出演：わたなべゆう（ギター）　初田悦子（歌＆朗読）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  スペシャルゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open16:00 Start17:00

  前売3,300円　当日3,500円（ともに別途１ドリンク）

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  プレイガイド：ぴあ P=241-039　　ローソン L=54814

  

  2015年

  1/18(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『The Rose』＆『ふるさと』～

  14:00〜16:00

  料金3,000円（１ドリンク付き） ※団体レッスンになります。

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  1/18(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円（別途１ドリンク） ※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ　06-4305-0772

  

  3/1(日)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　響きホール」

  わたなべゆうアコースティックギターコンサート　～春の音色～

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　

  ゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open12:30 Start13:00

  前売1,200円　当日1,500円※保護者（１６才以上）１名につき小学生以下のお子様２名まで無料でご入場できます。（小学生以下のお子様のみのご入場はご遠慮下さい。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp



  後記

  


  2001年にメジャーデビューした小沼ようすけさん。当時は何となく存在を知っていた程度でしたが、2006年にリリースされたアルバム「3.2&1」は印象的でした。

  ほとんどがガットギターで演奏され、ギターのみのアルバム。指弾きでやわらかい音色とグルーブ感はとても聴き心地のよいものです。

  

  20代でメジャーデビューし、ライブも活発に行い順風満帆のギタリスト人生かと思いきや、デビュー前もデビュー後も試行錯誤を重ね、これだけ深く悩み抜いていたというのは意外でした。

  指の腹で弾くジャズギタリストは今までもいましたが、やはり数は少ない。それでグルーブ感を出すのは技術的に難しいのだと思います。

  そんな小沼さんが4年ぶりのアルバム「GNJ」をリリースしますが、自分自身でこれが小沼ようすけの音であると納得したアルバムということです。グルーヴィーな曲からガットギターのソロまでとても幅が広く、これからの活動がますます楽しみになってきます。話を聞いた時もとても充実感が見られましたが、あくまでもそれは現時点のことであり、これからも進化していくのでしょう。

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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